
「市民が主役」のまちづ<り

韓 ネ 4ヽ

あ尋

平成 14年 広 報  P切 班だ 尺fLA TrON♂

発 行 筑後市
発行日 平成14年 7月 1日
TEL  0942--53--4コ コ4  FAX  0942--52--5928
ホームペープアドレ訳 http:〃 www city ch kugo fukuoka,p

メールアドレス info@city Chiku9o fukuOka ip

CHIKUGO

○今月のおもな内容0

特集・環境「深」時代ヘ
進む地球温暖化。

私たちができることは  一。P2～ P5

みんなで考える市町村合併
合併までのプロセスは  一P6～ P7
同禾日問題。人権啓発推進大会 …P8

6月市議会(定例会) P9

市平不□事業 P10～ Pll

散歩道 (みなさんのベージ)… P12～ P13

サザンクヌ筑後 P14-P45

まちの話題 ・P16-P17

保健。衛生 P18-P19

あ知らせ P20～ P22

図書室だより P23
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波乱万丈の船出

6月 6日 |こ古島小学校であつた「はんぎり競漕」。

子どもたちが乗つた「はんぎり」が大き<傾<たび

|こ、プールサイドからは大きな歓声が起きました。

(内容は16ページに紹介)

.■ 日中●...… ぃo● 日のつた

辛の青 さに青い姓がびつそ り

を〔El山頸火

※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所・氏名を添えて企画広報係ヘ

)

ハイビスカス
(下妻小学校)

キラリ☆筑後遺産 P24



0● 環境「器」時代ヘ

平
均
気
温
を

・５
℃

全

て
の
生
物
を
や

し
か
し
、
私
た
ち

も

の
を
求
め
続
け

母
な
る
地
球
は
汚

津
波

の
よ
う

に
押

こ
れ
か
ら

の
私
た

よ
り

「深
く
」
理

よ
り

「深
く
」
取

今
月

の

『広
報
ち

最
も
深
刻
な
環
境

地
球
温
暖
化
に

つ

0●
環境「澪」時代ヘ
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温
室
効
果
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
た
の
は
人
間

地
球
温
暖
化
と
は
、

二
酸
化
炭
素
や

メ
タ
ン

・
フ
ロ
ン
ガ

ス
な
ど
、

い
わ
ゆ

る
温
室
効
果
ガ

ス
が
大
量
に
大
気
中
に

放
出
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
地
球

全
林

の
平
均
気
温
が
上
が
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
気
候
変
化
が
生
じ
る
現
象

の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
通
常
太
陽
か
ら
届
く
日

射
熱

の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
球

の
地
表
面

を
温
め
た
あ
と
赤
外
線
と
な

っ
て
宇
宙

に
放
射
さ
れ
徐

々
に
冷
え
て
い
き
ま
す
。

し
か
し

こ
れ
ら

の
温
室
効

果
ガ

ス
は
、

大
気
中
に
放
射
さ
れ
た
赤
外
線

の

一
部

を
吸
収
し
、
再
び
地
表
面
に
も
ど
す
性

質
が
あ
る
た
め
、
大
気
中
に
熱
が

こ
も

り
温
室

の
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
（図
１
）

温
室
効
果
ガ

ス
そ
の
も

の
は
、

こ
れ

ま
で
も
地
球
上
に
存
在
し
、
生
物
に
と

っ
て
最
適
な
温
室
効
果
を

つ
く

っ
て
き

ま
し
た
。
も
し
地
球
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
が
全
く
な

い
と
し
た
ら
、
地
表
面

の

平
均
温
度
は
氷
点
下

１８
度
と
な
り
、
地

球
は
生
物
が
住
め
な
い
星
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。
道
度
な
温
室
効
果
、

そ
れ

自
休
は
生
物
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要

な

こ
と
な

の
で
す
。

し
か
し
近
年
、

こ
れ
ま
で
維
持
し
て

き
た
温
室
効
果

の
バ
ラ
ン
ス
が
急
激
に

崩
れ
始
め
て
い
ま
す
。

そ
の

一
番

の
要

因
は
、
人
間
が
排
出
す

る
二
酸
化
炭
素

や

フ
ロ
ン
な
ど

の
増
加

に
あ
り
ま
す
。

産
業
革
命

以
降
、
石
炭
や
石
油

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
増
え
続
け
、
さ
ら
に

近
代

の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
型

の
産

業
構
造
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
拍

車
を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
温
室

効
果
ガ

ス
の
濃
度
は
高
ま
り
、
地
球

の

気
温
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
勢

い
で
上
昇

し
続
け
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
後
に
は

亜
熱
帯
地
域
に

地
球

が

こ
れ
以
上
温
暖

化
す

る
と
、

私
た
ち

の
生
活
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が

表
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
研
究
者
た
ち

の
間
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
こ
の
ま
ま

放
置
し
た
場
合

２
１
０
０
年
に
は
地
球

全
体

の
平
均
気
温
が
２
度
上
が
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
筑
後
市

の
気
温
に
置

き
か
え
て
み
る
と
、

２
度
上
が
る
こ
と

で
屋
久
島

の
平
均
気
温
に
近
づ
き
、
亜

熱
帯
地
域

の
気
候
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
地
球
全
林
で
見
て
み
る
と
、

次

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
で
は
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
海
面
の
上
昇

気
温
が
上
が
る
こ
と
で
氷
河
の
一
部

が
と
け
、
海
面

の
水
位
は
今
よ
り
も
５。

0● 環境「器」日寺代ヘ

地球温暖化のメノ,ニズム (図 1)
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２

斗
上
昇
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ

の
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
球
上

の
多
く

の

砂
浜
や
景
勝
地
、
島
な
ど
が
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
１
年
間
に
推
定
で
約
９
、

６
０
０
万
人
が
決
水
や
高
潮

の
危
険
性

に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

●
食
糧

へ
の
影
響

気
温

の
変
化
は
、
現
在

の
食
糧
生
産

地
帯
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
と
れ
て
い
た
作

物
が
と
れ
な
く
な

っ
た
り
、
収
量
が
悪

く
な

っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
地
球
規
模

で
の
食
糧
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
力

の
高

い
地
域
と
低

い
地

域

の
格
差

が
今

よ
り
も
大

き
く
な
り
、

日
本

の
よ
う
に
自
給
率

が
低

い
国
は
、

大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
健
康

へ
の
影
響

気
温

の
上
昇
に
よ

っ
て
体
調
を
崩
す

人
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、

マ
ラ
リ
ア

な
ど
熱
帯
地
方
特
有

の
病
気
が
、
よ
り

広
範
囲
に
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

●
動
植
物

へ
の
影
響

生
息
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
暑
さ

に
弱
い
動
物
や
植
物
が
、
気
温
の
変
化

に
対
応
で
き
ず
に
絶
滅
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
動
植
物
の
生
息
地
域

の
変
化
は
、
人
間
の
居
住
地
域
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

氷
河
期
と
現
在
の

気
温
差
は
５
度

１
日
間
、
ま
た
１
年
間
の
気
温
変
化

J

0

2000

温室効果ガ

で

す

音とくら
るかに短t

ベ て

は

2100年

現在の平均気温との差 (図 2)
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0● 環境「器」日寺代ヘ

○レジ袋やブック
カバーを断り、
自分の買い物袋
を持参する

○蛍光灯や電気
製品などはこ

まめに消し、
使わないとき
は主電源を切
り、コンセン

トを抜く

か
ら
見
れ
ば
、
わ
ず

か
２
度

の
気
温
変

化
は
大
し
た

こ
と

で
は
な

い
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
球
全
体

の
平
均
気
温
が
上
昇
す

る
と
い
う

こ
と

は
、
実
は
大
変
な

こ
と
な

の
で
す
。
例

え
ば
例
年
に
な

い
猛
暑
と
し
て
、
社
会

生
活
全
然
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
平

成

６
年

の
気
温
も
、
平
均
気
温

で
見
て

み
る
と
平
年
よ
り
わ
ず

か
１
度
高
か

っ

た
に
す
ざ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
歴

史
を
さ
か

の
ぼ

っ
て
み
る
と
、
氷
河
期

だ

っ
た
約
２
万
年
前

の
平
均
気
温
は
約

１０
度
。
現
在

の
平
均
気
温
と
は
、
わ
ず

か
５
度

の
違

い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
の
わ
ず

か
５
度

の
違

い
で
、
地

球
上

の
陸
地

の
多
く
は
氷
に
覆
わ
れ
た

状
態
だ

っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
驚
く
こ

と
に
、
氷
河
期
が
終
わ
り
間
氷
期

に
入

っ
た
約

１
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
気

温
変
化
は
、
約

１
度

の
範
囲
内
に
収
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

（図
２
）

こ
の
よ
う
に
地
球

の
温
暖
化
は
、
人

類
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と

の
な

い

速
さ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

２‐
世
紀
は
環

境

の
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
地

球
温
暖
化
問
題
は
ま
さ
に
、
私
た
ち
人

間
に
と

っ
て
、
も

っ
と
も
大
き
な
課
題

と
な

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ご

み

問
題
な
ど
、
身
近
な
環
境
問
題
に
は
敏

感

で
も
、

い
ざ
地
球

の
環
境

の
こ
と
と

な
る
と
、
十
分
な
問
題
意
識

を
持

つ
人

は
少
な
い
よ
う
で
す
。
仮
に
意
識
し
て

地
球
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
例

い
て
も

「地
球
規
模

の
問
題
に
個
人
で

取
り
組
ん
で
も
無
意
味
で
は
」
な
ど
と
、

考
え
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
地
球
温

暖
化

の
解
決
に
は
、　
一
人
ひ
と
り
が
問

題
意
識
を
持
ち
、

「だ
れ
か
が
や

っ
て

く
れ
る
」
で
は
な
く

「
で
き
る

こ
と
か

ら
始
め
よ
う
」
と
、
身
近
な

こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
も

っ
と
も
重

要
で
、
効
果
的
な

こ
と
な

の
で
す
。

今
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と

地
球

温
暖

化
を
く

い
と
め

る
に
は
、

す

べ
て
の
国
が
協
力
し
な
が
ら
、
人
間

が
排
出
し
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
、
特

に
二
酸
化
炭
素
を
早
急
に
減
ら
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
年
世
界

各
国
で
、
石
油
や
石
炭
な
ど

の
化
石
燃

料
の
消
費
量
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

（省

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
努
力
と
と
も
に
、
太
陽

光
、
廃
棄
物
、
風
力
な
ど
を
使

っ
た
発

電
や
ク
リ
ー

シ
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

の

開
発
な
ど
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
平
成

９
年

１２
月
に
は

「地
球

温
暖
化
防
止
京
都
会
議
」

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）

が
開
か
れ
、
先
進
国

の
温
室
効
果
ガ

ス

排
出
量

の
削
減
目
標
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
は
、
今
後
平
成

２２
年
前
後
ま

で
に
平
成
２
年

の
排
出
量

の
６
４

を
削

減
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
基

準
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち

一

人
ひ
と
り
が

こ
れ
ま
で
の
ラ
イ

フ
ス
タ

イ
ル
を
見
直
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
社

会

に
変

え

て
い
く
努
力
が
必
要

で
す
。

環
境

「深
」
時
代
ヘ

現
在
、
私
た
ち

の
生
活
は
と
て
も
便

利

で
快
道
な
も

の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ク
ー

ラ
ー

の
効

い
た
快
適
な
部
屋
、

い

つ
で
も
お
湯
が
で
る
蛇

口
、
身

の
回
り

に
あ
る
た
く
さ
ん

の
電
気
製
品
や
自
勃

車
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
を
快
適
に
し

て
く
れ
る
も

の
を
数
え
れ
ば
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
便

利
さ
だ
け
を
追
求
し
続
け
て
い
い
の
で

し

ょ
う
か
。
忘
れ

て
な

ら
な

い
の
は
、

こ
れ
ら
の
便
利
な
道
具
に
は
、
何
ら
か

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
た
め
に
大
量

の
二

酸
化
炭
素

が
排
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
１
世
帯

の
家
庭
生
活
か
ら

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
量
は
、
体
積

に
す

る
と
１
年
間
で
約
２

ン
‐、
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
市

の
世
帯
数
、
約

１
万
５
、
０
０
０
世
帯
に
直
し
て
み
る

と
、

１
年
間
で
３
万
ト
ン
。
福
岡
ド
ー
ム

の
３３
個
分

の
二
酸
化
炭
素
を
１
年
間
で

出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

市

の
平
均
気
温
も
わ
ず

か
で
す
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。
九
州
農
業
試
験
場

の
観

測
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
市

の
平
均
気
温

は
昭
和

１５

（
１
９
４
０
）
年
か
ら
平
成

‐２

（２
０
０
０
）
年
ま
で
の
約
６０

年
間

で
、

Ｏ

ｏ
６
度

も
上
昇
し

て
い
ま
す
。

○エアコンの温度
を1度上げる

O日用雑貨品や台所用
品は、エコマークや
グリーンマークの入
つたリサイクル商品
を利用する

O人を待つたり荷物を
降ろしたりするとき
は、自動車のエンジ
ンを切る

○洗顔や歯磨きな
どをするときは、
こまめに水を止
める

○食材をむだなく
使い、省エネを
心がけて調理す
る (エコ・クッ
キング)

／
´

コ

¨

△
グリーンマーク
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新エネルギーのこと
考えてみませんか
市では「筑後市地域新エネルギービジョン

策定委員会」を設置し、省エネルギーや新エ

ネルギーの導入など、地球環境にやさしいま

ちづくりについて調査 。研究していきます。

そこで同委員会に参加し、地球環境について

市といつしよになって考えてくれる一般委員

を募集します。

【募集人数】 2人

【対象】中学校を卒業した人で市内に住んで

いる人

【任期】委嘱した日～来年 2月 (予定)

【会議】 4回程度
【報酬】会議 1回につき4,500円
【申込み・問合せ】

環境課にある申込用紙に必要事項を書き、

7月 12日 ⑥までに同課環境公害係 (金 53-
4111内 線 371)へ

自然界のエネルギーで、どんなに使っても

なくならない (再生可能な)エネルギー。太
陽の光や熱、風の力などを利用します。

太陽光発電  太陽熱利用  風力発電 バイオマスエ和レキー

ごみを燃やして発電したり、工場の排熱な

どの未利用エネルギーを活用するなど、今ま

で捨てていたものを資源やエネルギーとして

再利用します。

物 い 遺 ド
廃棄物発電  廃棄物熱不1用  廃棄物燃料製造 未利用エネルギー

燃料電池やクリーンエネルギー自動車のよ

うに、今までも使つていた石油や天然ガスな

どのエネルギーを、新しいアイデアや技術で

効率良くクリーンに利用します。

燃*斗電池   天然ガスヨージェネレーション  クリーンエネルギー自動車

牟

畠趨

一
・生一
■
　
一

自然エネルギー〔再生可能エネルギー〕

V

リサイクル・エネルギー

従来型エネルギーの新しい利用形態

0● 環境『器」時代ヘ

気温
(℃ ) 筑後市の平均気温の推移 (図 3)
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い き い き エ コ 通 信

集まつたのは6トンの燃えないごみ
「第23回川と水を守る運動」では集められた燃えないごみの量は

約6トンO集まったごみのほとんどは、心無い人たちが川や道路など

に捨てた空き缶やペットボトルなどでした。また、河川の汚染状況

も気にかかります。川に流れ込む排水の約7割は、生活廃水だと言

われています。ふるさとの美しい河川を将来に残していくために、

次のような「ちょっとした心遣い」を始めてみませんか。

油の使いまわし
皆さんの家庭では、料理に使つた油をどう処理していますか。固

めて燃えるごみへ、また廃油の回収などに出していますか。もしそ

のまま川に流してしまったら・・ '。 その川に魚がすめるようにな

るには、流した油の20万倍の水が必要であると言わ

れています。油はできるだけ家庭で使いきることが

一番です。上手な油の「使いまわし」をしましょう。

●使いまわしの上手な方法

1～ 2回揚げ物に使った油は、早めに「炒め物

用」にまわしましょう。油を炒め物用の小さな容

器に移し替えておくと便利です。

奇

（図
３
）

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
手

に
し
た

「快
適
さ
」
は
、
地
球

へ
の
大

き
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。
美
し

い

地
球

を
将
来

に
残

し

て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
今
ま
で
以
上
に
環
境

に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
環
境
保
護
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
境

「深
」
時
代

へ
の
扉
を
開
い
た

２‐
世
紀
。
市

で
は
地
球
葉
境
保
護

の
た

め
、
今
後
市
独
自

の

「地
域
新

エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
計
画
」
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
環
境
に

つ
い
て
よ

り

「深
く
」
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

日
問
合
せ

環
境
課
環
境
公
害
係

（
ａ
０

４
１
１

１
内
線
３
７
１
）

ヘ

う

,

ど
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みんなで考える市町村合併 一

6月号では、合併する市町村に対しての国や県のさまざまな支援策に
ついてお知らせしました。

今回は、市町村が合併するまでに必要な手続きについて紹介します。

合併への手続きに引てヽ考える

市町村合併についての
ご意見・お問合せは
企画課企画広報係

a53-4111内 線 151
函 52-5928
前 kikakukouhou@city

Chiku80・ |‐tlkuoka.jp

国
や
県
で
は
、
市
町
村
合
併

の
機
運

を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
平
成

１７
年
３

月
ま
で
に
合
併
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、

財
政
面
や
制
度
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

措
置
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け

市
や
周
辺
の
市
町
村

で
も
合
併
に
向
け

た
動
き
が
活
発

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

と
は
い

っ
て
も
市
町
村
同
士
が
す
ぐ
に

で
も
合
併

で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
合
併
は
、
地
域

の
将
来
や
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
き

な
問
題

で
す

の
で
、
市
町
村
間
で
十
分

な
議
論
を

つ
く
し
、
地
域
全
体

の
理
解

や
協
力

の
下
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

で
は
合
併
ま
で
、
具
体

的
に
ど
う

い

っ
た
手
続
き
が
必
要
な

の

で
し

よ
う
か
。

市
町
村
長
が
合
併
を

提
案
す
る
場
合

合
併
に
向
け
た
最
初

の
取
り
組
み
と

し
て
、
大
き
く
分
け
る
と
市
町
村
長
が

提
案
す
る
場
合
と
、
住
民
が
市
町
村
長

に
要
望
す

る
場
合

の
２

つ
の
方
法

（図

１
）
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
長
が
提
案

し
た
場
合
、
関
係
す

る
市
町
村

で
ま
ず

「任
意
合
併
協
議
会
」
や

「事
務
レ
ベ

ル
研
究
会
」

「市
町
村
長
懇
話
会
」
な

ど
を
開
き
、
財
政
や
行
政
組
織

の
比
較
、

合
併

の
効
果
な
ど
、
合
併
成
立

の
可
能

性
に

つ
い
て
事
前
に
調
査

・
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
各
市
町
村
議
会

で
の
議
決

が
必
要
な

「法
定
合
併
協
議
会
」
で
協

議
す

べ
き
課
題
な
ど
も
あ
ら
か
じ
め
調

査

・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
が
合
併
を

要
請
す
る
場
合

一
方
住
民
側
か
ら
も
合
併
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
に

「住
民
発
議
制

度
」

（図
２
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
有
権
者

の
５０
分

の
１

以
上

（筑
後
市

で
は

９
５
０
人
程
度
）

の
署
名
を
集
め
る
こ
と
で
、
市
町
村
長

に
対
し
て

「法
定
合
併
協
議
会
」

の
設

置
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「法

定
合
併
協
議
会
」

の
設
置
を
請
求
さ
れ

た
市
町
村
長
は
、
原
則
と
し
て
次

の
議

シリーズ4

B町民が単独でA市との
合併を住民発議する場合

A市とB町の住民が連携して同一内容
で住民発議を実施する場合

議会へ付議する
旨の回答

※両首長は必ず議会へ付議しなければならない

B町住民 A市住民 質ヽ'ヽ●=・・連携 “Ⅲ薇Fr B町住民

A市長 B町長
A市長 B町長

(法第 4条 :直接請求) (法第 4条の 2:同一請求 )

綱

ヽ

筆

確認

―

，

ュ

ど

善

A市とB町の合併を目指した住民発議例

矢日  事

住民発議制度 (図 2)

※議会へ付議しない旨を回答した
場合は手続終了

議会へ付議
するか否か
意見照会

有権者の
1/50以上
の署名

有権者の
1/50以上
の署名

有権者の50分の 1の署名が
集まれば法定合併協議会の

設置を請求することができ
ます

広報ちくごH4■ 10邁



みんなで考える市町村合併―シリーズ4

A市 とB町が合併する場合のプロセス例 (図 1)

(任意合併協議会などによる協議 ) (住民発議制度 )

否決 (住民発議制度の場合)¬
可決

0合併のための諸条件の検討
0市町村計画の策定

可決

請求
た場
卜に
〈
ロ

基
準

日
か
ら

１０
日

以
内

に
住
民
投
票

を
請
求 基準 日か ら13日 以内に

ついての公表がなかつh
有権者の 6分の 1以上の署名

住民投票の実施

可決 されたものとみなす

可決 可 決

市町村合併シンポジウム

市民パネリスト募集

市では、合併問題について皆さんと

いっしょになって考えようと、次の日

程で 「市町村合併シンポジウム」 (仮

称)を開きます。そこで、シンポジウ

ムの中で合併問題について意見交換し

てくれる市民パネリストを募集します。

パネリス トになって、あなたの合併に

対する思いや要望などを語つてみませ

んか。

【とき】 8月 31日 tD 13:30～

※事前に打ち合わせがあります

【ところ】サザンクス筑後小ホール

【募集人数】 2人

※報酬あり

【対象】市内に住んでいる20歳以上の

人

※市に住民票があり、 6カ 月以上市内

に住んでいる人

【申込み・問合せ】企画課にある中込

書に必要事項を書いて、 7月 19日 ④ ま

でに同課へ。応募多数のときは書類選

考します

会

で
設
置
を
提
案
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

（住
民
か
ら
請
求
が
な
か

っ
た

市
町
村

の
首
長

の
判
断

に
よ

っ
て
は
、

議
会

に
提
案
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
）法

定
合
併
協
議
会

「任
意
合
併
協
議
会
」
な
ど

で
検
討

し
た
結
果
、
首
長
が
合
併
で
き
る
と
判

断
し
た
場
合
ま
た
は
住
民
か
ら
の
直
接

請
求
を
受
け
た
場
合
、
関
係
す

る
各
市

町
村
議
会
は

「法
定
合
併
協
議
会
」

の

設
置
に

つ
い
て
協
議
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
す

べ
て
の
議
会

に
よ

っ
て
設

置
が
認
め
ら
れ
た
あ
と
、
初
め
て

「法

定
合
併
協
議
会
」

の
発
足
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、

い
ず
れ
か

の
議
会

で
設
置
を
否

決
さ
れ
た
場
合
、
首
長

の
請
求
ま
た
は

有
権
者
の
６
分
の
１
以
上
の
署
名
で

「法

定
合
併
協
議
会
」

の
設
置
を
問
う
住
民

投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票

の
結
果
、
過
半
数

の
賛
成
が
得
ら
れ
れ

ば

認
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て

「法
定
合

併
協
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
う
し
て
設
置
さ
れ
た

「法
定
合
併

協
議
会
」
で
は
、
合
併
す

る
た
め

の
さ

ま
ざ

ま
な
条
件
や
将
来
計
画
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
す
。

「法
定
合
併
協
議
会
」

に
は
、
関
係
市
町
村
長
や
職
員
の
ほ
か
、

議
員
や
学
識
経
験
者
、
経
済
団
体

の
代

表
者
、
自
治
会
長
な
ど
が
参
加
し
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
協
議

・

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

「法
定
合
併
協
議
会
」

の
設
置
か
ら

合
併
成
立
ま
で
に
か
か
る
時
間
は
、
少

く
と
も

２
年
間
は
か
か
る
と
言
わ
れ
、

国
や
県
か
ら

の
さ
ま
ざ

ま
合
併
支
援
を

受
け
る
た
め

の
期
限
で
あ
る
平
成

１７
年

３
月
ま

で
の
合
併

を
目
指
す
な
ら
ば

、

私
た
ち
に
残
さ
れ
た
時
間
は
そ
う
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
市

で
は
、
ま
ず

八
女

・

筑
後
広
域
圏
と
し
て
歴
史
的

。
文
化
的

に
深

い
関
係
を
持

つ
八
女
市
、
八
女
郡

（４
町
２
村
）
と

「任
意
合
併
協
議
会
」

設
立
に
向
け
た
協
議

の
場
を
持
ち
、
合

併
の
可
能
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
調
査

・

検
討
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

市

で
は
今
後
も
、
皆
さ
ん
に
積
極
的

に
情
報

を
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、

議
論
を
深
め
る
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行

っ
て
意
見
交

換
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
来
月
は

「市
町
村
合
併

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

県議会の議決と県知事の決定

県知事へ合併の申請

A市議会 B町議会

合併は市町村長の提案

による場合と、住民か

ら直接要請する場合の

2つの方法があります

A市議会

法定合併協議会設置に向けたA市とB町の協議

B町議会

B町選挙管理委員会

有効投票総数の過半数の賛成

B町住民

B町長

B町民からの要請A市長からB町長へ合併の提案

法定合併協議会の設置(合併協定書の締結 )

総務大臣の告示

丞襲私7)広報ちくごH14.7.1
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オ
「
一

・沖'7月は同和問題
啓発強調月間で或

7月は
同和問題啓発強調月間です

すべての人は、

幸せに生きる

権利があります

市同和問題・人権啓発推進大会

同和問題の解決は、行政

が責任をもって果たさなけ

ればならない大きな課題で

あると同時に、私たち一人

恐患告ぼ員留撞募3a怯豊  
圭‐―
=・

「,.―
す。これまでさまざまな人  ▲江口いとさん

や組織、団イ本などが、同和

問題解決のためにさまざまな角度から差別をなくす

取り組みを続けてきた結果、日常生活の中で部落差

別を意識することが少なくなったことは、一定の成

果だということができます。しかし、結婚や就職で

の身元調査は後を絶たず、悪質な差別は現在もなお

生き続けています。すべての人は、幸せに生きる権

利があります。しかし、その幸せを踏みにじる差別

が今もなお社会に残っているならば、私たちの力で

変えていかなければなりません。

市では、一人ひとりが同和問題を自分自身の課題

として認識し、差別の理不尽さを真剣に考えてもら

おうと「同和問題 。人権啓発推進大会」を開きます。

多くの皆さんの参加を待っています。

【とき】 7月 25日 (木)14:30～ 16:30

【ところ】サザンクス筑後小ホール

【内容】講演会「部落差別に対する心の叫び」 (講

師=詩人 。江日いとさん)ほか
※手話通訳あり

【入場料】無料

【問合せ】市同和教育課 (a53-4111内 線 4

41)へ

マ

福岡県同和問題強調月間講演会

▲坂田真由美さん

ナげサ共

県では、 7月 を「同和問題啓
発強調月間」として、講演会や
人権コンサート、テレビ放映な

どを行います。

日同和問題強調月間講演会
【とき】7月 H日い13:00～ 16
: 00

【ところ】クローバープラザ (春

日市原町)

【内容】>講演「父の、そして

私の、あ・い。う。え,お一子
どもたちにこの思いを一」 (講

師=坂田真由美さん)〉 人権コ
ンサート「ふるさとから、いま、

伝えたいこと一ぼくたちの仕事
一」 (出演=彗星舎)
※手話通訳・要約筆記あり

【入場料】無料

日テレビ放映

【とき】7月 29日佃)10:25～ H
:20

【番組タイトル】それぞれの明

日 (滋賀県商工労働部企画、京

都放送滋賀支社制作)

【放送局】FBS福岡放送
日問合せ

人権。同和対策局調整課 (a
092-651-1111内 線
3 3 5 5) ヘ

l手 |サィ11'、
`

▲彗星舎

＜
そ
れ
ぞ
れ
の
明
日
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06月 市議会 (定例会)0

情報公開制度を全面改正

情
報
公
開
手
数
料
を

無
料
化

平
成
２
年

の
条
例
制
定
以
来
、
Ю
年

以
上
が
経
過
し
た

「筑
後
市
情
報
公
開

条
例
」
を
全
面
的
に
見
直
し
、
市

の
情

報
公
開
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
改
正
さ
れ
た
の
は
、
大
き
く

見
る
と
次

の
６

つ
の
点
で
す
。

①

「条
例

の
目
的
」
に
、
新
し
く

「市

民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
」

こ

と
を
追
加
し
ま
し
た

②
公
開
の
対
象
文
書
に
、
新
し
く

フ
ロ

ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
や
録
音

テ
ー
プ
な
ど

6月の市議会 (定例会)は、 7日から21日 まで開かれました。

この議会では「平成14年度筑後市一般会計補正予算」のほか「筑

後市情報公開条例制定について」などη5議案その他が審議され、14

議案が可決。同意されたほか、 1議案が継続審査となりました。

「電
磁
的
記
録
」
を
追
加
し
ま
す

③
条
例
は
、

こ
れ
ま
で
市
内
に
住
ん
で

い
る
か
、
通
勤
通
学
し
て
い
る
人
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
あ

ら
ゆ
る
人
が
情
報
公
開
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

④
公
開
文
書
中
に
あ
る
公
務
員

の
肩
書

や
氏
名
、
業
務
内
容
は
原
則
と
し
て
す

べ
て
公
開
し
ま
す

⑤
市
が
２
分

１
以
上
出
資
し
て
い
る
法

人

（サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
と
筑
後
市
土
地

開
発
公
社
）
や
、

１
０
０
万
円
以
上
を

交
付
し
て
い
る
団
客
に
対
し
て
も
、
情

報
公
開
を
求
め
て
い
き
ま
す

⑥

こ
れ
ま
で
１
件
に

つ
き
２
０
０
円
か

か

っ
て
い
た
情
報
公
開
手
数
料
を
、
す

べ
て
無
料
と
し
ま
す

継
続
審
査

県
南
水
道
企
業
団

へ
の
加
入
団
体

の

増
加
に
よ

っ
て
、
市

の
取
水
量
や
負
担

金
が
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
、

さ
ら
に
調
査

・
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

し
て

「福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
規

約
の

一
部
を
変
更
す
る
規
約
に

つ
い
て
」

の
議
案
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
を
増
額
補
正

３
、
２
９
４
万
８
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
を
増

額
し
、
平
成

１４
年
度
筑
後
市

一
般
会
計

人権擁護委員に
矢加部文子さんを推せん
10月 31日 に任期が満了

する人権擁護委員・矢加部

文子さん (溝口南、61歳 )の

後任に、引き続き矢加部さんを推せん

することに同意を得ました。

任期は、平成17年 10月 31日 までの3

年間です。

歳
入
歳
出
予
算
額
を
１
５
２
憶

９
、
２

９
４
万
８
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
と
し
ま
し
た
。

囲
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
風
除
室

の

内
側
扉
が
重

い
扉
で
あ

っ
た
た
め
、
車

い
す
利
用
者
に
は
利
用
し
に
く
い
状
態

で
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
風
除
室
を
撤
去

し
、
将
来
住
民
票
な
ど

の
自
動
交
付
機

設
置
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
玄
関
を

改
修
し
ま
す
。
費
用
は
６
９
３
万
円
。

日
地
球
温
暖
化
対
策

の
た
め
に
、
新

エ

ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
を
調
査

・
検
討

し
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
に
対
す

る

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
市
独
自

の

「地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
費
用
と
し

て
９
３
７
万
７
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。

園
児
童

・
生
徒

の
基
礎
学
力
の
向
上
と
、

子
ど
も
た
ち

へ
の
指
導

の
充
実
を
図
る

た
め
、
３。
人
以
上

の
学
級
が
あ
る
７
つ

の
小
学
校
に
５
人
、
中
学
校
に
３
人

の

臨
時
教
員
を
配
置
し
ま
す
。

そ
の
費
用

と
し
て
１
、
２
９
５
万
６
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。

づ

市
教
育
委

員
会

で
は
、

ふ
る
さ
と

の
伝
統

や
文
化
を
大
切

に
し
、
熱
心

に
活

動
し

て
い
る
人

（団
体
）
を
応
援

し
よ
う
と

「
ふ
る
さ
と
文
化
創
生
事
業
」
を

行

っ
て
い
ま
す
。

市

の
伝
統
的
な
行
事

や
祭

り
、
童
謡
、
音
話
、
遊
び

な
ど

を
大
切

に
守

り
、

ふ
る
さ
と

の
魅
力
を
次

の
世
代

へ
し

っ
か
り
伝
え

て
い
く
た
め
、

こ
の
事
業

を

利
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し

よ
う
か
。

【
内
容
】
地
域
文
化

の
発
展
や
振
興
を
目
的
と
し
た
調
査

。
研
究
費

用
、
ま
た

伝
統
文
化

の
継
承

・
保
存
な
ど

に
必
要
な
経
費

の

一
部

を
助
成
し
ま
す

【
助
成
額
】
１
事
業

に

つ
き
１８

万
円
以
内

【
対
象
】
将
来

に
わ
た

っ
て
文
化

の
振
興
や
地
域
活
性
化

の
た
め
に
活
動
し

て

い
こ
う
と
す

る
次

の
人
や
団
体

①
市
内

に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
て
い
る
人

②
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

（し
よ
う
と
し
て
い
る
）
人
や
団
体

【
申
込
み

・
問
合

せ
】

７
月
３‐

日
い

ま
で
に
社
会
教
育
課
文
化
係

（
盗
０

４
１

１
１
内
線

４
３
３
）

ヘ

地域文化の担n←
を応緩します

ふるさと文化創生事業

年度 事  業  内  容

8 久富盆綱曳きの保存

9
水田天満宮稚児風流の保存

市民劇団「はせんざ」

郷上の民話伝承事業

12 筑後郷土史研究会創立50周年記念誌発行

13 かまど神社キセル祭りの保存

潮0庁ム報ちくごⅢ4■ 1



沖縄から伝えられる

平和のメッセージ

0市平和事業 (8月 1日～10日 )千
■

t
l

戦
後
５６
年
と
い
う
年
月
が
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
戦
争
の
真
実
を
見
つ
め
な
お
し
、
悲
劇
を
三
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
、
３
月
１
日
（木
）
～
１０
日
（土
）
を

「平
和
旬
間
」
と
し
、

平
和
を
考
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

平
和
を
考
え
る

市
民
の
つ
ど
い

今
年

の
つ
ど

い
で
は
、

日
本

へ
の
復

帰
３０

周
年
と
な

っ
た
沖
縄
に
焦
点
を
あ

て
、
太
平
洋
戦
争

末
期

の

「沖
縄
戦
」

に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
と
き
】
８
月
９
日
⑥

▼
第

１
部

Ｈ
午

後
１
時
～
▼
第
２
部
Ｈ
午
後
６
時
半
～

【
と

こ
ろ
】
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
小
ホ
ー

ル
【内
容
】
▼
第
１
部
Ｈ
ア
ニ
メ
映
画

「か

ん
か
ら
さ
ん
し
ん
」

▼
第

２
部
Ｈ

一
人

芝
居

「赤

い
ブ

ク
ブ
ク
」

（出
演
Ｈ
沖

縄
芝
居
実
験
劇
場
代
表

・
北
島
角
子
）
、

平
和

コ
ン
サ
ー
ト

（出
演

Ｈ
那
覇
市
出

身

の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー

・
月

ノ
虎
太
郎
、
ト

ワ
ー
ズ
女
声
合
唱
団
）

【
入
場
料
】
無
料

（サ
ン

コ
ア
や
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

で
入
場
整
理
券
を
配
布
し

て
い
ま
す
）

沖
縄
戦
資
料
展

【
と
き

。
と
こ
ろ
】
▼
８
月
１
日
∩
～

８
日
い
午
前
８
時
半
～
年
後
Ю
時
＝
サ

ン
コ
ア
ー
階
ロ
ビ
ー

（１
日
∩
は
午
前

Ｈ
時
か
ら
、
４
日
⑤
は
午
後
５
時
ま
で
）

▼
８
月
９
日
⑥
午
前
Ｈ
時
～
１０
日
ω
午

後
３
時
Ｈ
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン

【内
容
】
沖
縄
戦
の
様
子
や
、
終
戦
か

ら
日
本
復
帰
ま
で
の
沖
縄
の
歴
史
を
伝

え
る
資
料
を
展
示

【
入
場
料
】
無
料

小
・中
学
生
の
絵
、
ポ
ス

タ
ー
、
作
文
、
工詩
展

【
と
き

・
と

こ
ろ
】

「沖
縄
戦
時
資
料

各
ａ

ｉ
ｒ
滲

Ｗ
、

會

′r●  キ`

テ

´

麟

G

市
嘱
託
職
員
募
集

レ
セ
プ
ト
点
検
業
務

嘱
託
職
員
募
集

市
で
は

「診
療
報
酬
明
細
書

（レ
セ
プ
ト
）
点
検
業
務
嘱
託
職
員
」
を
募
集

市
で
は
、　
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、
継
続
し
て
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

【募
集
人
数
】
２
人

【任
用
期
間
】
８
月
１
日
い
～
来
年
３
月
末
日

【資
格
】
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
の
免
許
を
持

っ
て
い
る
人

【
勤
務
条
件
】
週
４
日
勤
務

（午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

※
健
康
保
険
な
ど
各
種
保
険
あ
り

【報
酬
】
月
額
２２
万
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

【採
用
方
法
】
面
接

【
面
接
】
▼
と
き
Ｈ
７
月
２３
日
∞
午
前
Ю
時
～
▼
と
こ
ろ
Ｈ
サ
ン
コ
ア
２
階
会

議
室

庁ム報ちくごⅢ柱 1“ωⅢ



シリーズ・介護サービスとは④

訪 問看護
要介護認定で「要支援」または「要介

護」の認定を受けた人が利用できるサー

ビスについて、シリーズで紹介していま

す。今回は、訪問看護について紹介しま

す。

訪問看護とは、看護師や保健師などが

自宅を訪問し、主治医と連絡をとりなが

ら病状の観察や手当てをするサービスの

ことです。看護師などに体の具合につい

て相談したり、血圧測定など定期的に病

状を診てもらったりすることで、安心し

て生活することができます。また、寝た

きりの人に対する床ずれの予防や処置な

ども行います。

訪問看護の利用料は、病院や診療所、

訪聞看護ステーションなど、利用する施

設によって異なり、また利用した時間に

応じて増えていきます。

日訪問看護の料金例 (利用者負担分)

0訪問看護ステーションのサービスを利
用した場合

>30分未満=425円
>30分～ 1時間=830円
>1時間～ 1時間半=1,198円

0病院や診療所のサービスを利用した場
△
ロ

レ30分未満=3~43円
>30分～ 1時間=550円
>1時間～ 1時間半=845円

0時間帯によつて割増料金となります
>夜間 (18:00～ 22:00)=25%増

>早朝 (6:00～ 8:00)=25%増
>深夜 (22:00～ 6:00)=50%増
囲問合せ

健康課介護保瞼係(a53-4115)ヘ
※次回は訪問リハビリテーションについ

て紹介します

帝

▲沖縄芝居実験朦1場代表・北島角子さん

▲那覇市出身のシンガーソングライター

月ノ虎太郎さん

紳 …
こ 導 .“戦 騨

゛

展
」
と
同
じ

【
内
容
】
市
内

の
小

。
中
学
生
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
、
核
廃
絶
や
平
和
を
訴
え
る

水
彩
画

・
ク
レ
ヨ
ン
画

・
作
文

・
詩
を

展
示

【
入
場
料
】
無
料

戦
時
資
料
展

【
と
き

・
と

こ
ろ
】

「沖
縄
戦
時
資
料

展
」
と
同
じ

【
内
容
】
戦
時
中
や
終
戦
後

の
生
活
を

伝
え
る
資
料
を
展
示

【
入
場
料
】
無
料

圃
問
合
せ

社
会
教
育
課
社
会
教
育

ス
ポ
ー

ツ
係

（
盗
⑬

４
１
１
１
内
線

４
３
２
）

へ

し
ま
す
。
レ
セ
プ
ト
点
検
は
、
診
療
報
酬
明
細
書

の
内
容
に

つ
い
て
、
保
険
給

付
と
し
て
適
正
か
ど
う
か
の
確
認
を
す

る
仕
事
で
す
。

【
募
集
人
数
】
１
人

【
任
用
期
間
】
８
月
１
日
∩
～
来
年
３
月
末
日

※
期
間
を
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

【
資
格
】
実
務
経
験

（医
療
事
務
を
含
む
）
５
年
以
上

の
人

【
勤
務
条
件
】
週
４
日
勤
務

（午
前
８
時
半
～
午
後

５
時
）

※
健
康
保
険
な
ど
各
種
保
険
あ
り

【
報
酬
】
月
額

１４

万
７
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

【
採
用
方
法
】
書
類
審
査
と
面
接

【
面
接
】

▼
と
き
Ｈ
７
月
２３

日
い
午
前
１０
時
～
▼
と

こ
ろ
Ｈ
サ
ン
コ
ア
２
階
会

議
室

囲
申
込
み

・
問
合
せ

ど
ち
ら
も
、
写
真
を
貼

っ
た
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
資
格
書

類

の
写
し
と

「応
募

の
動
機
と
勤
務
に
対
す
る
心
構
え
」

（
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙

１
枚
程
度
）
を
添
え
て
、

７
月
１８

日
い
ま
で
に

（必
着
）
市
民
課
国
民

健
康
保
険
係

（
〒
８３３

‐
８
６
０
１

（住
所
不
要
）

な
０

４
１
１
２
）

ヘ

心

´

)

Ⅵ
“
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散
みなさんのページ

歩 道

十熊＼
韓モ

ヽ
ヽ

本
　
ノ

⑤
―

つ
｀

み
ん

よ林 ラⅢ

白岩洋平くん
(鷲寺、6歳 )

西江祐美ちゃん (和泉中、6歳 )
白岩健太くん(鷲

寺、4歳)

イラスト。エッ也イロ鶴
「散歩道」のページを飾るイラス ト

やエッセイを募集しています。

【あて先】筑後市企画課「散歩道」係

(〒 833-8601(住 所不要)盗53-4111
内線152ロコ困 52-5928日田則鼈kaku
kouhou@city.chikugo.fukuokatp)へ

昭
和
二
十
七
年

平
井
千
鈴
さ
ん

（志
、

５７
歳
）

昭
和

二
十
七
年
五
月
。
父
が
死
ん
だ
。

小
学

二
年
生

の
私

と
母
が

残
さ
れ
た
。

生
活
は
大
変
厳
し
＜
て
、
欲
し
い
物

は
あ
ろ
つ
、
必
要
な
物
も
容
易
に
買

っ

て
も
ら
え
な
か

つ
た
。

「
父
ち

ゃ
ん
の

五
十
圃
忌
が
済
ぬ
ま

で
死
な
れ
ん
」
が

母
の
□
癖

で
あ

っ
た
が
、
昨
年
そ
の
年

忌
を
済
ま
せ
、
八
十
六
歳

の
老
婆

に
な

っ
た
。

同
じ
＜
昭
和

二
十
七
年

の
四
月
、
私

の
大

フ
ア
ン
の
郷
土
出
身
作
家

・
五
木

寛
之
は
、
早
稲
田
大
孝

へ
進
学

の
た
め

上
京
し

て
い
る
。
上
京
当
時
は
あ
金
が

な
＜
、
あ
寺

の
床

下
に
寝
増
ま
り
し

て

い
た

こ
と
を
氏

の
著
書

で
知

っ
た
が

＼

現
在

の
活
躍
を
思
う
と
、
五
十
年

の
歳

月
を
重
＜
感
じ
る
。
九
月
に
は
古
希
を

迎
え
ら
れ
る
こ
の
こ
と
だ
。

さ
ら
に
今
年

の
十

一
月
。
私

の
勤
め

る
老
人
施
設
は
事
業
を
開
始
し

て
五
十

年
と
な
る
。
今

で
こ
そ
あ
ち
ら
こ
ち
ら

陸
立
派
な
施
設
が

で
き

て
い
る
が
、
当

時
と
し

て
は
重
要
な
存
在

で
あ

っ
た
だ

ろ
う
。
今
も
同
じ
思
い
を
抱
い
て
い
る
。

五
十
年
前

の
昭
利

二
十
七
年
。
ｔ
歳

の
私
が

い
た
。

Ｏ

ｏ
ｏ

Ｏ

Ｏ

絵
手
紙

田
中
策
子
さ
ん

（熊
野
、

８‐
歳
）

友
人
か
ら
さ
そ
わ
れ

て
、
絵
手
紙
を

召
い
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
聞
き
、

は
じ
め
て
見

て
＼
わ
あ
、
私

に
出
来

る

０
な
あ
？
と
思
い
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
陸
絵

の
具
を
使

っ
て
筆

で
自

分
の
好
き
な
花
と
か
動
物
こ
か
を
書
＜

の
で
す
。
墨
を
た

っ
ぶ
り

つ
け
た
筆

の

上

の
方
を
親
指
、
人
差
し
指
、
中
指

の

三
本

で
持
ち
＼
ひ
じ
は

つ
け
ず
筆

の
先

が
紙
に

つ
＜
か

つ
か
な
い
か
と
い
う
＜

ら
い
Ｌ
し

て
書
＜
の
で
ず
が
、
筆

の
先

が
ブ
ラ
ブ
ラ
揺
れ

て
な
か
な
か
動
き
ま

せ
ん
。

そ
れ

で
も
先
生

の
言
わ
れ
る
通
り
旺

頑
張

っ
て
、
花
び
ん
に
生
け

て
あ
る
花

の
中

で
好
き
な

の
を

一
生
懸
命
底
書
き

ま
し
た
。
普
通

の
絵
と
違

い
、
な
つ
な

か
風
荒

な

の
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

ボ
ケ
防
止
陸
こ
ん
な
こ
と
で
も
挑
戦
し

て
み
よ
う
と
思

い
立

っ
た
自
分
を
ほ
め

た
い
気
持
ち

で
す
。
た
の
し
い
た
の
し

い
時
間

で
し
た
。
少
し
書
け
る
よ
う
に

な

っ
た
ら
、
暑
中
見
舞

い
と
つ

一
寸
ハ

ガ
キ
を
出
す
時
、
書
い
て
届
け
た

い
と

思
い
ま
す
。

甘
言
に
は
要
注
意

下
川
久
枝
さ
ん

（上
原

々
北
、

７６
歳
）

先
進
て
大
阪
の
大
手
呉
服
屋
よ
り
「
ア

ン
ケ
ト
ト
睦
答
え
て
」
と
電
話
が
入
っ

か
ん
ば
ら
ば
ら

ヽ

ヽ

、

宮てよう

″ンしシャスな写ども芝ち

県
で
は
、
　

Ξ
豆
か
な
心
、
幅
広

い
視

野
、

そ
れ
ぞ
れ

の
志
を
持

つ
た
く
ま
し

い
青
少
年

の
育
成
」
を
目
指
し
た

「青

少
年

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、

「子
ど

も
が
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
に
な
る
た
め
の
鬱

の
提
案
」
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
持

つ
能
力
や
可
能
性
を

伸
ば

そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

県
青
少
年

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進

本
部

で
は
、

こ
の
運
動
に
参
加
し
て
く

れ
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
学
校
、
企
業
、

個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
す

る

と
参
加
証
が
交
付
さ
れ
、

ロ
ゴ

マ
ー
ク

を
使
用
で
き
る
ほ
か
、
参
加
団
体
交
流

会

へ
参
加
し
た
り
、
参
加
団
林
同
士
が

自
由
に
情
報
交
換

で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

囮
参
加
期
間

２
年
間
を
単
位
と
し
、

２
年
ご
と
に

簡
単
な
活
動
実
績
、
自
己
評
価
を
報
告

広報ちくご H14.7.1(12)荘
|



表の中の空欄に漢字を入れて四字熟語 (縦に読む)を作
ってください。左右両枠の答えは対義語になっています。

(こ たえは24ページ)

よく間くことば

山日挑果ちゃん (和泉中、4歳)

隠
れ
四
女
寧
器
傾
団

臨

木
本
幹
彦
さ
ん
（下
北
島
、
７‐
歳
）

左
。
私
は
二
年
余
り
呉
服
に
関
係
し
た

仕
事
を
し
て
い
た
の
で
興
味
が
あ
っ
て
、

茨
々
と
返
答
し
た
と
こ
ろ

「
ご
協
力
誠

睦
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
驚
＜
ほ
ど

丁
寧
睦
あ
礼
を
申
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら

一
カ
月
余
り
経

っ
た
或
る

日
、

「
下
川
枝
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
す

か
？
こ
の
度
は
誠
睦
あ
目
出
度
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
愛
敬
彦

っ
ぶ
り
の
優
し
い
声
で

「
二
十
万
円
相

当
の
訪
間
者
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。

音
か
ら

「
タ
ダ
よ
り
高
い
物
は
な
い
」

の
言
い
伝
え
通
り
、
こ
れ
は
ま

っ
た
＜

眉
つ
ば
も
の
と
思

っ
た
。
そ
こ
で

「
無

料
奉
仕
の
経
営
で
、
ど
う
し
て
繁
盛
な

さ
る
の
で
ず
か
？
」
と
詰
め
る
と
、　
Д
フ

あ
宅
の
近
＜
迄
訪
間
者
を
持

っ
て
来
て

い
る
の
で
届
け
ま
す
。
そ
の
時
仕
立
代

そ
の
他
八
万
円
余
り
恒
き
ま
す
」
で
あ

っ
た
。
私
は
以
前
の
経
験
か
ら
採
算
が

合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
癌
感
。

「
れ
、
訪
間
者
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と

キ
ツ
パ
リ
断

っ
た
。

新
聞
記
事
で
、
老
人
が
続
さ
れ
て
、

な
け
な
し
の
年
金
を
絞
り
取
ら
れ
て
泣

い
て
い
る
話
を
よ
＜
見
る
。
私
達
老
人

は
寂
し
さ
の
余
り
つ
、
甘
い
言
葉
や
優

し
い
誘
い
匡
乗
り
た
が
る
人
が
居
る
。

音
も
今
も

「
濡
れ
手
に
粟
」
の
世
は
無

い
と
肝
睦
銘
じ
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

心
に
響
く
あ
い
さ
つ

木
下
ス
ミ
子
さ
ん

（前
津
、

５５
歳
）

広
報

６
月
号

で

「
あ

い
さ

つ
運
動

」

を
知

っ
て
、

「
あ
い
さ

つ
」
陸

つ
い
て

い
ろ
ん
な
思

い
が

駆
け
巡
り
ま
し
た
。

世
界
中

で
最
も
表
現
力
が
豊
か
な
日
本

語
＼
そ
し
て
短
い
言
葉

で
あ
り
な
が
ら
、

使
い
方
や
言
い
方
に
よ

っ
て
相
手

の
気

持
ち
を
大
き
＜
左
右
す
る
凄

い
魔
力
を

持

っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

私
は
ラ
プ
オ
を
聴
＜
事
が
多
い
の
で

す
が
、
あ
ら
ゆ
る
番
組

の
中

で
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
等
が
始
ま
り
と
終
わ
り
匠
思

い

思
い
に
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
ま
す
。
そ
の

中

で
私
が
最
高

に
気

に
入

っ
て
い
て
嬉

し
＜
な
る
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
す
。
始

ま
り
の
あ
い
さ

つ
で
は

「
こ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
合
わ
せ
て
下
さ

っ
て
あ
り
が
こ

う
」
＼
終
わ
り
の
あ
い
さ

つ
で
は

「
ど

う
ぞ
今
日

一
日
健
や
か
な
気
合
で
あ
過

ご
し
下
さ
い
」
、
こ
の
二
つ
で
す
。

ど
ち
ら
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
睦
依
存
し
て

い
な
＜
て
、
自
然

で
人
柄
が
偲
ば
れ
る

言
い
方

で
す
。
特

睦
終
わ
り
の
あ
い
さ

つ
の
方

は
、
年
前
中

の
番
組

で
す
が

、

こ
の
あ
い
さ

つ
を
聴
＜
だ
け

で
十
介
健

や
か
な
気
分
陸
な
れ
る
程
私

の
心
に
響

き
ま
す
。
人
こ
の
良
い
出
会

い
も
大
事

で
す
が
、
生
き
物

の
中

で
唯

一
言
葉
を

持

つ
人
間
と
し

て
は
、
さ
さ
や
か
な
幸

せ
を
も
た
ら
し

て
＜
れ
る
素
晴
ら
し
い

言
葉
こ
の
出
会

い
も
、
貴
重
な
財
産

で

は
な
い
０
こ
思
う
の
で
す
。

♪

"

ミ ニ 辞 典

町

就 動

目 職 暦

瞭 統 正

頼 計 月

独 化 精

ユ 朝 常

独 潔 茶

タ 斎 飯

市街地などでの車の渋滞を避けるため、最寄

りの駅やバス停まで自家用車で行つて駐車し、

そこから電車やバスに乗り継く
｀
移動方式。

(現代用語の基礎知識から)

パーク・アンド・ライド
(park and ride)

し
て
も
ら
い
ま
す

囲
申
込
み

市
社
会
教
育
課
に
あ
る
参
加
証
交
付

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
県
青
少

年

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進
室

（
〒
貶

‐

８
５
７
７

〈住
所
不
要
）
）

へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い

圏
問
合
せ

市
社
会
教
育
課
社
会
教
育

ス
ポ
ー

ツ

係
（
盆
⑬

４
１
１
１
内
線
４
３
１
）
ヘ

|,

①まず、大人が意識を変えよう

②「うち」の家庭教育をそれぞれつくろう

③乳幼児期から「社会力」をつけよう

④地域ぐるみで子どもを育てよう

⑤フロンティアに

'と

んだ先人たちに学ぼう

⑥読書をしよう

⑦自然を体験しよう
せっさたくま

③外国の青少年と切磋琢磨しよう

③自らを鍛え、得意技を持とう

⑩社会体験やボランティア活動をしよう

⑪学校はアンビシャス運動の軸になろう

⑫企業も大学も意識を変えよう

凛事執13)広報ちくごH14.7.1



(チケット発売所)予ギ羊異桑移篭峯ST雄堂喬愁き隻花を多歩二T旨としシ!丁ヂ管ξ上金望で
井筒屋

(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942‐ 54-1200

母議期匪劉ω賢コ■憂■田潜D公演まぢか
兄弟ならではの息のあった迫力ある津軽三味線の演奏を
あ好みの飲み物や食べ物と一緒 |こどうぞ。

津軽三味線みちのく兄弟
19時30分開演 (18時 00分開場)
大ホール (平土間・テーブル付)
全席指定 ¥4,000
1テーブル券 (8席) ¥28,000
(税込み 。当日¥500増・飲食代別)

【1テーブル券のご案内】グループで楽しみたい人にお勧め。 1テーブルをまとめて押さえる
から、気心の知れた仲間だけで 1つのテーブルを囲めます。8人で割れば料金も割安です。

偽
ロ
ロ
回
阿
囚
９
公
演
ま
ぢ
か

香
耐
事
ｎ
報

爆
笑
独
蹟
会

⑦
‐８
時
３０
分
開
演

（‐８
時
００
分
開
場
）

小
ホ
ー
ル

全
席
指
定
￥

３
，０
０
０

（税
込
み
。当
日
￥
５
０
０
増
）

特月Jイ列会② (クラシック)

バイラ†リン、クラリネット、ギワー、チェロ。
4人が生み出す究極のアコーヌティッてフヌテープ !

ザ・ダイナマイツ

The Dynalmites
バイオリン :後藤勇一郎 クラリネット:谷 口英治
ギター :伊丹雅博 チェロ :岩永知樹

チケット発売日 友の会 7/13(土 )一 般 7/20(土 )
<The Dynamkesプロフィール >1994年 結成。バイオリン・ク
ラリネット・ギター・チェロという一風変わったアコースティック
な編成で挑む新世代のバンド。パーカッションや ドラムといったり
ズム楽器を一切使わず、豊かな響きの中にスピードのあるグルーブ
感をともなうロマンティックな音楽を求めている。メンバーは、ク
ラシックをはじめジャズ、ポピュラー音楽の第一線で活躍中。

今月発売

18時30うコ｀F牙]濠i(18時 00分開場)
大本―ル
全席指定 ¥2,000
(税込み 。当日¥500増 )

洋
祭
寄
席
テ
↓毯

〔
田
日
Ｈ
幽
日
▼
発
売
中

出
演
／
野
口
　
　
龍
（
フ
ル
ー
ト
・特
別
出
演
）

十
沢
万
里
子
（
ピ
ア
ノ
）

山
口
　
昭
二
（
バ
リ
ト
ン
）

日
下
部
拷
子
（
と
フ
ラ
ノ
）

小
成
工
紀
子
（
ピ
ア
／
）

れ
口
　
静
汚
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

ロ
ヤ
　
埒
子
（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
）

野
入
　
策
子
（
ピ
ア
ノ
伴
秦
）

悲
語
・ヨ
会
／
柳
家

一
春（横
日
案
助
キ
夜
め
）

盗
監
督
／
熊
谷
　
ネ

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

ド
ッ
プ
ラ
ー
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園
幻
想
曲
」

シ
ョ
パ
ン
「幻
想
即
興
曲
嬰
ハ
短
調
単
６６
」

山
田
耕
作
「箱
根
八
里
は
」

プ

ッ
チ
ー
ニ
「あ
る
晴
れ
た
日
に
（蝶
々
夫

人
ご
ほ
か

夏
ノ
巻

筑
後
公
演

‐８
時
３０
分
開
演

（・８
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

全
席
指
定

一
般
席

￥

４

，
５
０

０

学
生
席

￥
２

，
０

０

０

（税
込
み
。当
日
￥
５
０
０
増
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
プ
シ
ョ
ン

野
口
龍
フ
ル
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

「洋
楽
寄
席
」
の
前
日
に
、
フ
ル
ー

ト
奏
者
野
口
龍
氏
に
よ
る
公
開
レ
ッ

ス
ン
を
行
い
ま
す
。
国
内
ト

ツ
プ
の

実
力
を
持

つ
、　
一
流
の
フ
ル
ー
ト
奏

者
の
指
導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔と
き
〕
８
月
２７
日
山
午
後
２
時
か

ら
５
時
ま
で
全

人
２０
分
か
ら
３０
分
）

〔と
こ
ろ
〕
大
ホ
ー
ル

〔受
講
料
〕
高
校
生
以
下
６
０
０
０

円
、
大
学
生

。
一
般
１
万
円

〔定
員
〕
１０
人
程
度

（定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

ａ
盟
回
Ш
Ｃ

発
売
中

中
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
い
つ
も
救
っ
て
く
れ

た
の
は
カ
ラ
オ
ケ
だ
っ
た
。
昨
年
福
岡
で
上
演

さ
れ
、
大
好
評
だ
っ
た
芝
居
の
再
演
。

風
間
杜
夫
ひ
と
り
芝
居

カ
ラ
オ
ケ
マ
ン

（作

・
演
出
／
水
谷
龍
二
）

‐８
時
３０
分
開
演

（・８
時
００
分
開
場
）

小
ホ
ー
ル

全
席
指
定

￥

５

，
０

０

０

⌒鍋醜秘５００増
）

19時00分開演
(18時 30分開場)

小ホール
全席指定 ¥5,000
(税込み 。当日¥500増 )

伊 勢 正
弾き語リライブ2002

G護匪頭曜〕発売中

6
(休)

%
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特別例会③ (ィ ンディアンハープ) 来月発売

南米の楽器「アルパ」の躍動感あ′5ヽれる響き。TV番組 |こも

取り上げられた注目の若手アルパ奏者のコンサート。

上松美香刀レヾコンサート
18時30分開演 小ホール
全席指定 ¥3,500(税込み。当日¥500増 )
チケット発売日友の会 3/3(■ )一 般 8/10(■ )

(土 )

11/9

奇

お
願
い
し
ま
す
。

イ
奇

う

・

ア
マ
チ

ュ
ア
の
た
め
の

演
劇
実
践
講
座

実

施

要

綱

サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
で
は
、
今
年
も

「ア

マ
チ

ュ
ア
の
た
め

の
演
劇
実
践
講
座
」

を
開
講
し
ま
す
。
演
出
や
舞
台
技
術

の

講
義

の
ほ
か
、
今

回
は
、
公
演

・
発
表

に
い
た
る
ま
で
の
制
作

（事
務
的
な
裏

方
）

の
仕
事

に

つ
い
て
の
話
も
あ
り
ま

す
。
興
味

の
あ

る
人
は
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

〔と
き
〕
７
月
２。
日
⑭
、
２‐
日
①

午
前
Ю
時
か
ら

（受
付
け
は
午
前
９
時

か
ら
）

（会
場
〕
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

〔内
容
〕

２。
日
Ｈ
▼
実
験
的
試
演
会

▼

訂
正
版
実
験
的
試
演
会
と
解
説
▼
創
作

劇

の
創
り
方

（以
上

の
講
師
Ｈ
久
留
米

商
業
高
校
教
諭
、
高
場
光
春
さ
ん
）

▼

こ
ん
な

に
面
白

い
舞

台
照
明
、
音
響
、

大
道
具

（分
科
会

・
講
師
Ｈ
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後
舞
台

ス
タ

ッ
フ
）
２．
日
＝
▼
こ

ん
な
に
面
白

い
舞
台
照
明
、
音
響
、
大

道
具

（前
日
の
つ
づ
き
）

▼
演
劇
を
創

る

（講
師
Ｈ
仮
称
北
九
州
芸
術
劇
場
制

作
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
、
新
里
康
昭
さ
ん
）

〔受
講
料
〕

一
般

３
０
０
０
円
、
学
生

１
０
０
０
円
、
団
体
５
０
０
０
円

〔申
込
み
〕
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

※
申
込
み
の
と
き
に
か
加
し
た
い
日
程

と
分
科
会
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い

〔締
切
り
〕
７
月
１４

日
側

レ
デ

ィ
ー
ス

・
コ
ー
ラ
ス

・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
る
さ
と
を
詩
に

全
員
合
唱
曲

作

詩

募

集

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
は
、
Ю
月
１３

日

開
催
の
レ
デ
ィ
ー
ス

・
コ
ー
ラ
ス

・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最
後
に
出
演
者
全
員

で
歌
う
合
唱
曲
の
歌
詩
を
、
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

こ
の
レ
デ
ィ
ー
ス

・
コ
ー
ラ
ス

・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
筑
後
地
区
の
マ
マ

さ
ん
コ
ー
ラ
ス
団
林
、
約
１３
団
林

（４

０
０
人
）
が
出
演
す
る
も
の
で
、
今
年

で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。

D

お

皆
さ
ん
の
詩

の
中
か
ら
１
編
を
選
び
、

当
日
の
講
評
者
で
あ
る
熊
谷
弘
さ
ん

（指

揮
者

。
東
京
器
在
住
）
が
曲
を

つ
け
ま

す
。

で
き
あ
が

っ
た
曲
は
、
熊
谷
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
全
員
で
合
唱
し
ま
す
。

（詩

の
テ
ー

マ
〕
①
ふ
る
さ
と
筑
後

②
お
母
さ
ん
　
③
子
ど
も

の
い
ず

れ
か

一
つ

〔形
式

・
長
さ
〕
自
由
で
す
が
、
な
る

べ
く
短

い
も

の

（
は
が
き
１
枚
に
お
さ

ま
る
程
度
）

※
１
人
で
何
編
で
も
応
募

で
き
ま
す

〔申
込
み
〕
は
が
き
１
枚
に
詩
１
編
と
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

ヘ

〔締
切
り
〕

７
月
１９

日
⑥
必
着

◆ 7月 の休館日 1、 8、 15、 22、 23、 29日

サザンクス筑後ホームページ

http:′/www.sathankusu― chikugo.or.jp/

7月 の
催 し 物

そのほかの催しについては、各主催者に問い

合わせてください。

はサザンクス筑後の主催事業です。

日・躍日 催 物 名 会 場 開演 入場料 間い合わせ抗

2しり 安全衛生大会 大ホール 13:30
大藪組
53-2151

31オヽl
第 2回例会
春風亭小朝
爆笑独演会

小ホール 18:30 ¥3,000
サザンクス筑後
54-1200

5④ 夏期活性化
セミナー

大・小
ホール

11:00
柳モトムラ
52-0039

60 定期総会、
国政報告会

大・小
ホール

農政連
0943-23-1155

7(日 )
八女筑後ピアノ
ヨンクール

小ホール 10100
アオキ楽器
0943-22-6337

900 健康づくり講話
算定事務説明会

小ホール 13:00
社会保険事務所
33-6191

10m 御生誕祭 イベント
ホール

11:00 ¥1,000
(宗 )幸福の科学
31-3500

12ヒ鋤 音楽祭
。人権

コンサート
全 館 9:30 羽犬塚中学校

52-4158

13⑭

特別例会①
みちのく兄弟
コンサート

大ホール 19:30
¥4,000
1テーブル
¥28,000

サザンクス筑後
54-1200

社交ダンス
パーティ

イベント
ホール

18:30 ¥1,000
渋川
89-3778

13・ 14

⑪  (日 )

八女筑後ピアノ
ヨンクール

小ホール 10:00
アオキ楽器
0943-22-6337

16(クЮ 福祉員合同
研修会

小ホール 13:30
社会福祉協議会
52-3969

20・ 21
1オ励 佃)

アマチュアの
ための
演劇実践講座

全 館 10:00
一般¥3,000
学生¥1,000
団体¥5,000

サザンクス筑後
54-1200

249Ю

研修会 大ホール 12:30
女性教員研修会
(松原小)53-2264

2002年夏東映
アニメフェア

小ホール
①lG30
②l微 30
⑥1430

大人Yl)800
中小幼¥1,000

久留米東映檬I場
32-5652

25C→ 同和問題
・人権

啓発推進大会
小ホール 14:30

同和教育課
53-4111

26④ お笑いバラエ
ティーショー

小ホール
①13Ю 0
②は30

¥3,000
身障者福祉協会
52-2791

27⑪ 筑後地区
弁論大会

小ホール 13:00
八女保護区保護司会
0943-42-1839

28(日 )

マスクブレイミュージカル
7ひきのこやぎと狼

大ホール 11100
A席¥1,900
B席¥1,600

劇団飛行船
092-712-3041

音楽発表会 小ホール 9:30
カワイ音楽教室
32-6438
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く
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

参
加
者
の
皆
さ
ん

まちの話題

▲訓練の様子

▲「引揚救助」種日に出場する 5人

災害への備えは、
まず知ることがら
0市防災講演会

本格的な台風シーズンの到来を前に、

一人ひとりに自然災害への十分な対応

を心がけてもらおうと、6月 9日 サン

コアで「筑後市防災講演会」がありま

した。

この講演会は、市や消防本部、消防団、

行政区長などでつくる「筑後市防災会

議」が開いたもので、会場には約400

人が集まりました。講師の日本気象協

会・柴田博さんは、主に台風について、

その性質や最近の傾向、私たちができ

る対応策などをビデオやスライドを使

ってわかりやすく解説。「統計的に見

て平成 2年以降は、日本に大きな台風

が上陸しやすくなっています。日ごろ

から気象情報に興味を持つとともに、

身の周りの状況をつかんでおきましょ

う」と、「十分な備え」の必要性を呼

びかけました。防災会議会長・桑野照

史筑後市長は「過去の教訓を生かし、

皆さんと協力しながら全力で防災に取

り組んでいきます」と、気を引き締め

ていました。

重
ね
た
男
力
が

技
術
レ
ペ
ん
を
引
き
上
げ
る

０
第
３‐
回
九
州
地
区
消
防
救
助
技
術

指
導
会
（九
州
大
会
）
に
初
出
場

災
害
な
ど

で
被
害
に
あ

っ
た
人
た
ち

を
早
く
確
実
に
助
け
る
技
術
を
磨
く
た

め
、

６
月
５
日
に
県
内
２６
カ
所

の
消
防

本
部
職
員
、

６
８
０
人
が
集
ま

っ
て
開

か
れ
た

「第

２８

回
福
岡
県
消
防
救
助
技

術
大
会
」

で
、
市
消
防
本
部
が
上
位
３

チ
ー
ム
に
入
り
、
８
月
６
日
に
大
分
市

で
開
か
れ
る
九
州
大
会

へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

市
消
防
本
部

で
は
、
２２
年
前
に
１
度

九
州
大
会

へ
出
場
し
た

こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
時
は
県
大
会

（予
選
）
が

開
か
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
今

回
が

実
質
初
出
場
と
な
り
ま
す
。
大
会

で
は

「
は
し
ご
登
坂
」

「救
出
ほ
ふ
く
」
な

ど
９
種
目
が
行
わ
れ
、
各
消
防
本
部

の

・.鷲rrダゝ ‐|

職
員
た
ち
が
、

日
ご

ろ
の
訓
練

で
鍛
え

た
救
助
技
術
を
競

い
合

い
ま
す
。

小
山
和
伸
消
防
士

（
２７
歳
）
、
江
崎

智

一
消
防
士

（
２７
歳
）
、
善
誉
史
消
防

士

（
２６

歳
）
、
熊
川
敬
義
消
防
士

（
２６

歳
）
、
中
富
慎
悟
消
防
士

（
２４
歳
）

の

５
人
が
出
場
す

る

「引
揚
救
助
」
種
目

は
、

７
済

の
塔

の
上
か
ら
空
気
呼
吸
器

を

つ
け
た
２
人
が

ロ
ー
プ

を
使

っ
て
下

に
降
り
、
塔
か
ら
約
Ю
房
離
れ
た
位
置

に
倒
れ
て
い
る
人
を
塔

の
上
ま
で
引
き

上
げ

る
と
い
う
も

の
。
競
技

で
は
、

２

分
半
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
内

で
、

い

か
に
早
く
確
実
に
救
助

で
き
る
か
と
い

う
こ
と
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

塔

の
下
に
降
り
て
救
助
す

る
役
割
を

担

っ
た
熊
川
消
防
士
は
、
九
州
大
会
に

向
け
て

「訓
練

で
蓄
え
た
技
術
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
た

「
は
ん
ぎ

り
」
と
は
、
直
径
約
８。

を
、
深
さ
約
３。

を
の
木
製
お
け
の
こ
と
で
、
古
島
小
学

校
区
で
は
約
３。
年
前
ま
で
こ
の

「は
ん

ぎ
り
」
を
使

っ
て
、
ク
リ
ー
ク
に
浮
か

ぶ
ヒ
シ
の
実
を
採

っ
て
い
ま
し
た
。
古

島

小
学
校

（庄
山
哲
期
校
長
、

７。

人
）

で
は
、
今

で
は
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
ヒ

シ
の
実
採
り

の
伝
統
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
よ
う
と
、
昭
和
５３
年
か
ら
毎
年
プ

ー
ル
開
き
の
と
き
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た

「は
ん
ざ
り
競
漕
」

に
は
全
児
童
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、

ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
不
安
定
な

「は
ん
ざ

り
」
を
沈
め
な

い
よ
う
に
、　
一
生
懸
命

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
操

っ
て
い
ま

し
た
。
１
年
生
Ｈ
人
に
と

っ
て
は
、

こ

の
日
が

「は
ん
ぎ

り
」
初
体
験
。
初
め

は
上
級
生
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
緊
張
し

た
様

子

で
乗

り
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、

く
る
く
る
回

っ
た
り
沈
ん
だ

り
し
て
い

る
う
ち
に
、
夢
中
に
な

っ
て
大
声

で
は

し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

惹 組
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―
  ,  幕 _ _

― デ  亨 的 〆  ?―  
―

「

ー

＞
華
麗
な
ス
テ
ッ
プ
と
は

い
き
ま
せ
ん

れ 層   か   崩 一  
―
  '

―
 Tげ  ゛け  

―
  
―    今

気分は

ワーんトカッブ
0下妻小でドロリンピック

子どもたちに同地区に広がる水田と

稲作についての理解を深めてもらおう

と、8年前から行われている「ドロリ

ンピック」が、6月 18日下妻小学校 (鍋

島幹夫校長、 117人 )近くの水田で
ありました。水着姿の児童たちは少し

ひんやりとする泥の感触に、初めは少

しとまどっていましたが、ビーチボー

ルを使った「泥サッカー」などをプレ

ーするうちに、楽しそうに大声ではし

ゃいでいました。

サッカーのワールドカップにちなみ

「ワールドロカップ」と名づけられた

今年の「泥サッカー」。4チームに分

かれた児童たちは、日本や韓国、 ドイ
ツなど好きなチーム名をつけ対戦しま

した。中には顔や体に、国族や好きな

選手の背番号などを書いている子ども

もいて、気分はまさにワールドカップ

でした。本大会では残念ながらベスト

16で敗れたサッカー日本代表ですが、

こちらの方は強豪ドイツを2対 1で破

り見事優勝しました。

市内で30年以上前から活動している絵

画グループ泉(森田基之会長、20人 )が、

6月 15日から8日 間、市内の画廊でグル

ープ展を開きました。

会場には、花や果物、自然、人物など、

幅広い題材をモチーフにした油絵や水彩

画、20点が展示され、市内外から訪れた

多くの人たちの目を楽しませました。昨

年から同グループで活動し、今回初出展

となった木村千恵子さんは「何かを表現

するということが、こんなに難しいなん

て思いませんでした。油絵は本当に奥が

深いですね」と、ため息まじりに語りま

した。

けがや病気で入院している人や病院周

辺に住んでいる人たちに楽しいひととき

を過ごしてもらおうと、6月 8日市立病

院玄関ホールで「ロビーコンサート」が

ありました。

新病院への改築以来8回目となった今

回のコンサートには、音楽教室を開いて

いる八女市の楽器店の講師、 5人が出演。

子どもから高齢者まで、幅広い年齢層の

人たちに楽しんでもらえるようにと、映

画やテレビなどでよく耳にする山のビア

ノ演奏や、昔話の朗読などが行われまし

た。会場に集まった約70人は、ホールに

響く美しいピアノの音色に、時々目をつ

ぶるなどしながら静かに耳を傾けていま

した。

▲会員たちの最新作が披露されました

呂B屋中に飾られた

豊かな感性

0絵画グループ泉が
グループ展を開催

▲昔話の内容にあわせたピアノ演奏が
印象的でした

回復を開ける

やすらぎの空間
0市立病院ロビー
コンサート

執市汀は屋上の」lさな自然
0八女工校舎屋上で緑化実験

庁
睦
哩

囀

う

:う

う

,

)

ヽ
Ｐ
′

八
女

工
業
高
校

（
上
野
憲

一
校
長
、

８
７
４
人
）
と
福
岡
市

の
総
合
建
設

コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
共
同
で
、
同
校

土
木
課
実
習
棟

の
屋
上
に
試
験
的
に
約

２５

平
方
肝

の
植
物
を
植
え
、
６
月
１８

日

か
ら
１
年
間

の
屋
上
緑
化
実
験
を
開
始

し
ま
し
た
。

屋
上
緑
化
と
は
、
緑

の
失
わ
れ
た
都

市
部
が
高
温
に
な
る

「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
」
を
や
わ
ら
げ

る
た
め
、
ビ

ル

の
屋
上
や
壁
面
な
ど
に
植
物
を
配
置

す

る
こ
と
で
す
。
同
校

で
は
、
授
業

で

は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

「デ
ー
タ
の

解
析
」
や

「研
究
」

の
分
野
を
、
生
徒

た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
大
学

な
ど
で
は

一
般
的
な

「産
学
協
同
研
究
」

を
今
回
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

屋
上
に
設
置
さ
れ
た

「緑

の
島
」
は

従
来

の
も

の
よ
り
も
軽
量
で
、
雨
水
を

利
用
す
る
と
い
う
点
で
画
期
的
な
も
の
。

今
後
同
校
土
木
研
究
部

の
生
徒
１５
人
が
、

気
温
や
地
中
の
温
度
な
ど
を
毎
日
観
測

・

研
究
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
デ
ー
タ
を

会
社
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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坐
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⌒

日の 10か月児健診 (保健
センター)で撮影しました。
希望者には写真を差し上げます。
企画広報係まで連絡してください。

正
し
い
食
生
活
か
ら
始
め
る

健
康
づ
く
り
を
ア
ド
バ
イ
ス

民
生
活
波
善
推
進
買

（へ
九
ス
メ
イ
ト
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

受
講
生
募
集

市

で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ

ル

ス
メ
イ
ト
）
を
養
成
す

る
た
め

の
講

座
を
開
き
ま
す
。

講
座

で
は
、
ま
ず

は
自
ら
の
健
康
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
食
品
衛
生
、
年
代

別
食
生
活

の
ポ

イ
ン
ト
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
食
事
、
健
康
づ
く
り
の
た

め

の
運
動
に

つ
い
て
、
実
習
を
し
な
が

ら
学
び

ま
す
。
学
ん
だ
知
識

を
自
分
自

身

の
生
活
に
定
着
さ
せ
、
さ
ら
に
家
族

や
地
域

の
人
に
伝
え
る
こ
と
に
よ

っ
て

健
康
づ

く
り

の
輪

を
広
げ

る

こ
と
が
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

の
役
割
で
す
。

最
近
増
加
し
て
い
る
生
活
習
慣
病
も
、

正
し

い
食
生
活
で
予
防

で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

「私
た
ち

の
健
康
は
私

た
ち

の
手
で
」
を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
家

庭
や
地
域

の
健
康
づ
く
り

の
案
内
役
と

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
と
き
〕
８
月
２８

日
い
～
来
年
２
月
１２

日
い

の
間

の
全
Ｈ

回
、
原
則
と
し
て
午

前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

〔と

こ
ろ
〕
保
健
セ
ン
タ
ー

〔募
集
人
数
〕
２０

人
に
な
り
次
第
締
切

り

（
８
割
以
上
受
講
で
き
る
人
に
限
り

ま
す
）

〔受
講
料
〕
１
、
１
０
０
円
（Ｈ
教
材
費
）

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
健
康
課

ヘ

筋
カ
ア
ッ
プ
で
寝
た
き
り
予
防

「足
腰
ぴ
ん
し
ゃ
ん
塾
」

参
加
者
募
集

市

で
は
、
高
齢
者

の
寝
た
き
り
を
予

防
し
よ
う
と
、
筋
力
を

つ
け
て
活
動
的

な
毎
日
を
す
ご
し
て
も
ら
う
た
め

の
講

座
を
開
き
ま
す
。
健
康
運
動
指
導
士

の

指
導

で
、
筋
カ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

（機
械

は
使

い
ま
せ
ん
）
、

ス
ト
レ

ッ
チ
体
繰
、

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

高
齢
だ

か
ら
と
自
分

の
体
力
を
あ
き
ら

め
ず
、
楽
し
み
な
が
ら
元
気
な
毎

日
を

手
に
入
れ
ま
し

ょ
う
。

〔
と
き
〕
９
月
～
来
年
３
月
の
間

の
全

２。

回

（主
に
月
曜
日
に
開
催
）

〔と

こ
ろ
〕
保
健
セ
ン
タ
ー

〔応
募
資
格
〕
次

の
条
件
を
す

べ
て
満

た
す
人
▼
７。

歳
以
上

の
人
▼
平
成

１４

年

度
基
本
健
康
診
査
を
受
け
て
い
る
人
▼

血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

の
薬
を
飲
ん
で
い

な
い
人

▼
自
分
で
市
役
所
に
行
く

こ
と

が
で
き
る
人

※
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
て
い
て
も
、

体

の
状
況
に
よ

っ
て
は
受
講
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

〔募
集
人
数
〕
２０

人
に
な
り
次
第
締
切

り
（申
込
み

・
問
合
せ
〕

７
月
８
日
⑪
か

ら
電
話
で
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

奪

⑬

４
１
１
２
）

ヘ

σ

最
近
あ
な
た

の
体
調
は
い
か
が
で
す

か
。
健
康

の
基
本
は
食
生
活
に
あ
り
ま

す
。
必
要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取

る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
な
体
を

つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

「お

い
し
か

っ
た
」

「楽
し
か

っ
た
」
な
ど

の
体
験

は
、
毎

日
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る

「
心

の
栄
養

」

に
も
な

る

の
で
す
。

し
か
し
、
自
分
で
食
生
活
を
改
善
し

よ
う
と
し
て
も
、
難
し
く
て
な
か
な
か

う
ま
く

い
か
な

い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
普
段

の
経
験
を
も
と
に

食
生
活
や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ

ス
を
す

る
の
が

「食
生
活
改
善
推

進
員
」

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
で
す
。

囲救急指定病院

筑後市立病院 (和泉西)   盆 53-7511
日広域眼科在宅医

7日  つむら眼科医院(久留米市善導寺町)a47-3678
14日  広瀬日艮不斗医院 (/1ヽ郡市′lヽ郡) 盗 72-2721
20日  杉田眼科医院(久留米市国分町)a22-2020
21日  山下眼科医院 (藤島)    盆 53-2225
28日  おの眼科医院 (久留米市通町)全 30-1515
日歯科休日診療

7。 14・ 20。 21・ 28日  八女筑後歯科医師会館内
の救急医療センター(八女市本町)金 0943-244829

盆 53-2353
金 53-3808
狙臣54-0630
a53-4350
狙臣54-2220
空〔53-4832
空〔52-3500
だ巨53-7555
空日52-8915
盗 51-1239

日日曜祝日在宅医

7日  平井医院 (不日泉中)
柳瀬医院 (一条)

14日  川上小児科医院 (徳久 )
チクゴ医院 (尾島)

20日  ひらき医院 (上北島)
江島医院 (船小屋)

21日  川嶋医院 (西牟田)
服部医院 (赤坂)

28日  杉村こどもクリニック(水田上)
柿添医院 (新溝)
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υ問合せ=健康課
奮 53-4115

◆乳幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室

◆相談

◆ 8月 は

7日のおひさま教窒

①7/41木)10:00～ 14:30
サンコア3階軽運動室

②7/13(■ )lo:00～ 11:30

筑後保育所

③7/16(火 )10:00～ 11:30

7/181木 )おひさまハウス
7/23(火 )(子育て支援センター)
※いずれか1日に参加できます

【申込み・問合せ】

①は 7/3(水 )、②は7/12倫 )、③は

7/15(月 )の 8:30～ 17:00に子育て

支援センター(奮 53‐8574)ヘ

今日の付生行事
う

う

)

゛

)

検  診 と   き と こ ろ 対  象  者

乳児健診 (4か月児 ) 26日宅鋤 13100-14:00 保健センター 平成 14年 3月 生まれの子

10か 月 児 健 診 5日悠鋤 13:30-14:30 保健センター 平成 13年 9月 生まれの子

1歳 6か 月児健診 19日 宅鋤 13:00-14:00 保健センター 平成 12年 12月 生まれの子

3歳 児 健 診 12日 宅鋤 13:00-14:00 保健センター
平成 11年 6月 生まれの子 (ア ンケー ト用
紙と、尿を 5 cc持ってきてください)

教  室 と   き と こ ろ 内 容 な ど

もうすぐパパママ数室

4日 lオヽ1 10:00-12:00
11日 ltt1 10:00ハ∀12:00

18日 lガ 1ヽ 10:00-12:00

保健センター

妊娠初期保健指導

妊娠中期保健指導と妊婦体操

妊娠後期保健指導と育児について

お っ ば い 数 室 25日 1博 10:00-12:00 保健センター
妊婦や授乳中の母子。妊娠中からの乳房

管理、母乳育児について

乳 幼 児 教 室 16日 い  10:00-12:00 保健センター
0歳以上の子どもとその保護者。育児や

離乳食について、赤ちゃん体操など

地 域 リハ ビ リ教 室
毎週月曜日9:30～ 12:00

毎週水曜日9i30～ 12:00
流 公 民 館

溝口町公民館
ストレッチ体操、レクリエーションなど

リ ハ ビ リ 教 室 毎週水曜日13:00～ 16:00 保健センター
ストレッチイ本操、レクリエーションなど

(バスで送迎)

バ ラ ン ス 友 の 会 25日い   9i30-15:30 保健センター 食事療法、運動療法

相  談 と   き と こ ろ

健 康 相 談 3日切0 10:30～ 11:30 総合福祉センター

育 児 相 談 4日 ltt1 10:00～ 11:30 サ ン コ ア

健診事後相談
26日 ④  10:00-11:30
29日 l月)10:00～ 11:30

保健セ ンター

と  き と こ ろ 内   容

1日い 10:00～ 12:00 保 健 セ ンター もうすぐパパママ教室

2日④ 10:00～ 11:30 保 健 セ ンター 健 診 事 後 相 談

2日笞)13:30-14:30 保 健 セ ンター 10か 月 児 健 診
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電話番号はおまちがえのないように

〔とき〕 7月 12日④ 16:00～ 18:30

〔ところ〕同校寄宿舎前庭 (雨天時は体

育館)

〔内容〕模擬店、みこし担ぎ、太鼓、踊

り、お楽しみ抽せん会など

〔問合せ〕同校寄宿舎 (a53-0591)ヘ

ち
っ
ご
祭
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

見
本
ビ
デ
オ
を
貸
し
出
し
ま
す

市
で
は
、
９
月
１４

日
⑪
に
開
く

「ち

っ
ご
祭
」
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
用
の
振

り
付
け
見
本
ビ
デ
オ
を
作
り
、
無
料

で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
筑
後
音
頭

の
新

し

い
ア
レ
ン
ジ
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
市
商

工
観
光
課
や
サ

ザ

ン
ク

ス
筑
後
、
サ
ン

コ
ア
、
各
行
政

区
長
宅
に
あ
り
ま
す
。

〔
問
合
せ
〕
商

工
観
光
課

（
金
⑬

４
１

１
１
内
線

２
１
０
）

ヘ

利
用
で
き
ま
す
手
話
通
訳

市

で
は
、
耳

の
不
自
由
な
人
な
ど
を

対
象
に
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま

す
。市

役

所

窓

口
な

ど

で

の
通

訳

の
ほ

か
、
市
役
所
外

（原

則
と
し

て
市
内

）

で
必
要
な
場
合
は
派
遣
も
し
ま
す
。

〔と
き
〕
毎
週
月

・
水

・
木

・
金
曜
日
、

午
前
８
時
半
～
午
後

５
時

〔
配
置
場
所
〕
福
祉
事
務
所

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
福
祉
事
務
所
社

会
福
祉
係

（
盗
⑬

４
１
１
１
内
線

２
２

３
）

ヘ

教
科
書
展
示
会

県
で
は
、
平
成

１４
年
度
に
使
わ
れ
て

い
る
小

・
中
学
校

の
教
科
書
展
示
会
を

行

っ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
自
由
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
と
き
〕
７
月
１０

日
い
ま
で
、
年
前
８

時
半
～
年
後

５
時

１５
分

（土

。
日
曜
日

を
除
く
）

〔
と

こ
ろ
〕
県
教
育
庁
南
筑
後
教
育
事

務
所〔問

合
せ
〕
市
学
校
教
育
課
学
務
係

（盗

０
４
１
１
こ

へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

相
談
事
業

久
留
米
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
無
料
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

〔
と
き
〕
毎
週
水
曜
日
、
年
後
６
時
～

９
時〔と

こ
ろ
〕
同
ホ
ー
ム

（久
留
米
市
野

中
町
）

〔対
象
〕
県
内

で
働
く
若

い
人

〔相
談
内
容
〕
▼
職
場
で
の
人
間
関
係

▼
恋
愛

。
結
婚
▼
友
人
関
係
な
ど

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
同
ホ
ー
ム

（
金

⑭
４
９
９
＆

ヘ

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動

八
女
保
護
区
保
護
司
会

で
は
、

７
月

の

「社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調

月
間
に
ち
な
み
、
八
女
地
区
青
少
年
弁

論
大
会
を
開
き
ま
す
。

（入
場
無
料
）

〔
と
き
〕

７
月
１９

日
④
午
後

１
時
～

〔と
こ
ろ
〕
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

（八

女
市
本
町
）

〔出
場
者
〕
八
女
地
区
の
中
学
生

・
高

校
生〔問

合
せ
〕
市
総
務
課
庶
務
法
制
係

（
盗

⑬

４
１
１
１
内
線

１
３
１
）

ヘ

県
南
地
域
大
学
等

合
同
面
談
会

久
留
米
市
雇
用
問
題
協
議
会
な
ど

で

は
、
地
元
企
業
約
５０
社
を
集
め
て
合
同

面
談
会
を
開
き
ま
す
。

〔
と
き
〕
７
月
１７

日
ｍ
午
後

０
時
半
～

４
時
半

（受
付
Ｈ
正
午
～
午
後
３
時
）

〔
と

こ
ろ
〕
久
留
米
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

（久
留
米
市
野
中
町
）

〔対
象
〕
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
公
共
職
業
能
力

開
発
施
設
を
卒
業
し
た
人
か
、
来
年
３

月
に
卒
業
予
定

の
人

〔問
合
せ
〕
久
留
米
市
産
業
部
労
政
課

盆

⑩

９
０
４
６
）

へ

※
参
加
無
料

県
民
体
育
大
会

水
泳
代
表
選
手

市
体
育
協
会

で
は
、
第

４５

回
県
民
休

育
大
会

（水
泳
）
に
出
場
す

る
選
手
を

募
集
し
ま
す
。

〔
と
き
〕
８
月
１８

日
０

〔
と

こ
ろ
〕
県
立
総
合
プ
ー
ル

（福
岡

市
博
多
区
東
平
尾
公
園
）

〔対
象
〕
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

〔種

目
〕
自
由
形

。
平
泳
ぎ

・
バ
タ

フ

ラ
イ

・
背
泳

※
年
齢
別
と

一
般

の
部
が
あ
り
、　
一
般

の
部
は
２
種
目
参
加
で
き
ま
す

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕

７
月
１８

日
い
ま

で
に
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育

ス
ポ
ー

ツ
係

（
金
⑬

４
１
１
１
内
線

４
３
２
）

羽
犬
塚
宿
場
の
市

親
子
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

羽
犬
塚
宿
場

の
市

で
は
、
市
内

の
親

子
を
対
象
に
開
く

「親
子

フ
リ
ー

マ
ー

ケ

ッ
ト
」

の
参
加
者

を
募
集

し
ま
す
。

〔
と
き
〕
７
月
７
日
０
年
前
９
時
～
午

後
３
時

〔
と

こ
ろ
〕
筑
後
織
物
商
事
跡

〔内
容
〕
不
要
に
な

っ
た
お
も
ち
ゃ
や

り

ゲ
ー
ム
、
衣
類
な
ど

の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ツ

ト〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
７
月
５
日
⑥
ま

で
に
実
行
委
員
長

・
大
石

（
盗
０
７
７

５
１
）

ヘ

親
子
や
き
も
の
教
室

市
教
育
委
員
会

で
は
、

「親
子
や
き

も
の
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（
と
き
〕

７
月
２３

日
い
午
前
９
時
半
～

正
午〔と

こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
講
習
室
４

〔講
師
〕
花
宗
焼

。
吉
武
和
美
さ
ん

（参
加
費
〕
１
人
１
０
０
０
円

〔募
集
人
数
〕
小

・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

２。
組
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
７
月
１５

日
①
ま

で
に
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育

ス
ポ
ー

ツ
係

（
盗
⑬

４
１
１
１
内
線

４
３
２
）

螂ちくごH4■ 1像ω荘
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小犬の議漉会
八女保健所では、講習会と小犬の譲渡会

を行います。

☆これから犬を飼う人のための請習会 (無料)

(とき〕7月 17日囲 13:00～ 15:30(受付=13:00～、

講習会=13i30～ )

(ところ〕八女保健所会議室 (八女市本村、総合庁舎内)

〔対象〕これから犬を飼う人、 7月 24日いの『小犬の譲渡会』

に参加希望の人

★小犬の譲渡会

〔とき〕7月 24日い 13:00～ 15:30(受付=13:00～、

小犬選び=13115～ )

〔ところ〕県八女総合庁舎駐車場 (八女市大字本村)

〔対象〕7月 17日 71tの『これから犬を飼う人のための講習会』

を受講した人

☆申込み・問合せ

八女保健所衛生課 (奮 0943-22-6963)ヘ
※複数の希望者がある小犬の場合は抽せんとなります
ⅢⅢⅢⅢⅢ■ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ■ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢチ

★第26回瀬高町納涼花火大会

〔とき〕7月 20日側20:00～ 21:30

〔ところ〕矢部川瀬高橋上流

〔内容〕打ち上げ7000発、仕掛け15基

★まるごと瀬高夏まつ り

〔とき〕7月 28日 (日)10:00～ 22:00

〔ところ〕」R瀬高駅前卑弥呼通り

〔内容〕大きじ車ひっぱりぐっちょ、ビール祭りなど

大きじ車ひつぱりぐつちょ参加チーム募集
「大きじ車ひっぱりぐっちょ」の参加チームを募集します。

重さ200～ 300 kgの大きじ車を30～ 60m引っ張り、タイム

を競います。優勝チームには豪華賞品を差し上げます。

☆申込み・問合せ

瀬高町商工観光課

1田 0944-63-
6111)ヘ

」

，

母
と
子
の
つ
ど
い

母
子
寡
婦
福
社
会

で
は
、
母
と
子

の

つ
ど

い
の
が
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔
と
き
〕

７
月
２。

日
明
午
前

９
時
半
、

筑
後
市
役
所
出
発

〔
と

こ
ろ
〕
ど
ん
ぐ

り
村

（佐
賀
県
三

瀬
村
）

〔対
象
〕
父
子

・
母
子
家
庭

の
親
子

〔参
加
費
〕
大
人
Ｈ
ｌ
０
０
０
円
、
子

供
Ｈ
５
０
０
円

〔
持

っ
て
く
る
も

の
〕
帽
子
、
水
筒
、

お
や

つ

〔申
込
み

。
問
合
せ
〕

７
月
１０

日
い
ま

で
に
同
会
事
務
局

（市
社
会
福
祉
協
議

会
内

盗
⑫

３
９
６
９
）
か
市
福
祉
事
務

所
社
会
福
祉
係

（
盗
０

４
１
１
１
内
線

２
２
４
）

へ

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

・

文
化
祭
地
区
大
会

県
が
、
甘
木

。
朝
倉

・
筑
後
地
区
に

住
む
６。
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
開
く
ね

ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ

・
文
化
祭
地
区
大
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
囲
碁

・
将
棋

〔と
き
〕
８
月
３。

日
⑥
午
前
Ю
時
～
午

後
４
時

〔と

こ
ろ
〕
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

〔参
加
費
〕

▼
昼
食
あ
り
Ｈ
ｌ
５
０
０

円
▼
昼
食
な
し
Ｈ
ｌ
０
０
０
円

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕

７
月
１９

日
⑥
ま

で
に
市
囲
碁

・
将
棋
交
流
大
会
実
行
委

員
会

（市
健
康

課
内

な
０

４

１

１

５
）

※
ほ
か
に
も
各
地

で
、
卓
球
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル

フ
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
す
。
申
込
書
は
す

べ
て
同
課
に
あ

り
ま
す

老
人
ク
ラ
ブ

２
泊
３
日
の
旅

老
人
ク
ラ
ブ

で
は
、
前

田
家
菩
提
寺

「芳
春
院
」
特
別
拝
観
と
日
本
三
景

「天

の
橋
立
」
２
泊
３
日
の
旅

の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

（
と
き
〕
９
月
２５

日
い
～
２７

日
④

〔参
加
費
〕
５
万
５
０
０
０
円

（定
員
〕
４０
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
に
あ
る
旅
行
申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
き
、
申
込
金

１
０
０
０

円
を
添
え
て
９
月
６
日
④
ま
で
に
同
事

務
局

（健
康
課
内
、
月

・
水

。
金
曜
日

の
み
な
０

４
１
１
１
内
線
２
０
９
）

ヘ

友
愛
キ
ャ
ン
プ

青
少
年
育
成
市

民
会

議
な
ど

で
は
、

「友
愛
キ

ャ
ン
プ
」

の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

（
と
き
〕
８
月
２４
日
ω
～
２５

日
０

〔
と

こ
ろ
〕
石
割
岳
ふ
も
と
キ

ャ
ン
プ

場

（星
野
村
）

〔
内
容
〕
▼
山
あ
そ
び

▼
川
あ
そ
び

▼

き
も
だ
め
し
▼
テ
ン
ト
宿
泊
な
ど

〔対
象
〕
市
内
に
住
む
小
学

４
～
６
年

生
と
中
学
生

〔定
員
〕
８。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔事
前
研
修
〕
８
月
８
日
い
午
後

７
時

か
ら
サ
ン
コ
ア
で
実
施
予
定

〔参
加
費
〕
３
５
０
０
円

（事
前
研
修

で
集
め
ま
す
）

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
７
月
２５

日
い
ま

で
に
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育

ス
ポ
ー

ツ
係

（
ａ
①
４

１
１

１
内

線

４
３

２
）

ち
く
ご
歩
こ
う
会

〔
と
き
〕
７
月
７
日
０
午
前
６
時
出
発

（
＝
サ
シ
ヨ
ア
）

〔
コ
ー
ス
〕
サ

ン
コ
ア
↓
前
津
↓
岡
山

公
園
↓
前
津
↓
サ
ン
コ
ア

（約

７

ロ
キ

）

〔参
加
費
〕
保
険
料

１
０
０
円

（会
員

以
外
）

〔申
込
み
〕
当
日
会
場

で

〔
問
合
せ
〕
ち
く
ご
歩

こ
う
会

・
中
間

公

⑫

５
６
７
８
）

ヘ

女
性
研
修
の
翼
図
貝

県
で
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
の
海
外
研
修
を
行
い
ま
す
。

（と
き
〕
１０
月
２０
日
個
～
２７
日
個

〔と
こ
ろ
〕
▼
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
▼

:=  =   . ・  ・  =.

′
｀
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ド
イ
ツ
、
デ

ン
マ
ー
ク

〔募
集
人
数
〕
各
５
人

（追
加
募
集
分
）

〔対
象
〕
満
２。
歳
～
６５

歳

の
県
内
に
住

ん
で
い
る
女
性

〔参
加
費
〕
２。

万
円
程
度

〔申
込
み
〕
市
女
性
政
策
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て

７
月
８
日
⑪
ま
で
に
同
課
窓

ロ

ヘ

〔問
合
せ
〕
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「女

性
研
修

の
翼
」
実
行
委
員
会
事
務
局

（
盗

０
９
２

・
６
４
３

ｏ
３
３
９
１
）

へ

※
事
前
研
修

３
回
と
事
後
研
修
、
報
告

会
な
ど
が
あ
り
ま
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

県
危
険
物
安
全
協
会

で
は
、
危
険
物

取
扱
者
を
対
象
に
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

〔
と
き
〕
９
月
５
日
い
、
６
日
⑥

〔
と

こ
ろ
〕
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

（久
留
米
市
東
合
川
）

〔申
込
み
〕
市
消
防
本
部
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
８
月
２２
日

い
に
久
留
米
市
消
防
本
部

（久
留
米
市

東
櫛
原
町
）

へ
持
参

〔受
講
料
〕
４
７
０
０
円

（問
合
せ
〕
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防

係

ａ

⑫
２
０
２
０
）

へ

揃
云
里
講
翌
ス
Ａ
Ｉ
空
白
の

時
間
を
無
く
す
た
め
に

囲
上
級
救
命
講
習
会

〔
と
き
〕
７
月
２５

日
い
午
前
８
時
半
～

午
後

５
時
半

〔と

こ
ろ
〕
市
消
防
本
部
会
議
室

〔内
容
〕
人

工
呼
吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー

ジ
、
止
血
法
、
や
け
ど

・
骨
折

の
手
章
、

傷
病
者

の
観
察

・
搬
送
な
ど

団
普
通
数
命
講
習
会

〔
と
き
〕
７
月
２６

日
④
午
前
９
時
～
正

午
〔と

こ
ろ
〕
市
消
防
本
部
会
議
室

〔内
容
〕
人

工
呼
吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー

ジ
、
止
血
法
な
ど

囲
定
員

・
受
講
料

各
２０
人
に
な
り
次
第
締
切
り
。
無
料

囲
申
込
み

・
問
合
せ

市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

（
金

⑫
２
０
２
０
）

ヘ

‐６

リミ
映
写
機
操
作
技
術

認
定
講
習
会

盆
斜
）

〔
と
き
〕
７
月
２８

日
０
年
前
Ю

時
半
～

午
後
４
時
半

〔
と

こ
ろ
〕
八
女
市
立
図
書
館

２
階
視

聴
覚
室

〔対
象
〕
筑
後
市
、
八
女
市
、
八
女
郡

に
住
ん
で
い
る
か
、
通
勤

・
通
学
し
て

い
る
２。
歳
以
上
の
人

〔定
員
〕
２。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
筑
後
市
中
央
公

民
館
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、

７
月
１９

日
④
ま
で
に
八
女
市
立

図
書
館
内
八
女
地
区
視
聴
覚

ラ
イ
ブ

ラ

リ
‐

（
〒
８３４

‐
Ｏ
０
３
１
八
女
市
本
町

５
３
６

‐
３
盗
０
９
４
３
⑫

２
５
０
４
）

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館

日

市では、子どもたちに社会体験など

の地域活動を指導する地域活動指導員

を募集します。

〔職種・採用人数〕非常勤嘱託職員=
1人

〔資格〕次の条件をすべて満たす人=

①昭和12年 4月 2日～昭和38年 4月 1

日に生まれた人②社会教育を理解し、

青少年育成について指導力や行動力を

発揮できる人③パソコンの操作ができ

る人④普通自動車運転免許をもってい

る人

〔勤務条件〕>週 4日勤務 (夜間や土・

日曜日、祝日などの勤務もあります)

>社会保険に加入>報酬=月額16万円

〔任期〕9月 1日①～来年3月 31日佃)

(選考〕7月 30日 mに作文と面接で選

考します

〔申込み・問合せ〕社会教育課にある

申込書に必要事項を書き、履歴書を添

えて7月 22日側まで (必着)に同課社

会教育スポーッ係 (〒 833-860
1<住所不要>a53-4111内 線
432)ヘ

★子育て電話相談 全 53-8574(毎 週月～金曜日 9:00～ 17:00)
☆教育相談電話 盗 52-8880  ☆福岡県教育ホットライン 盆 52-4949

相  談 と    き ところ 内  容 (相談員) 問 合 せ

家庭児童相談
毎週月・火。木曜日
8:30-17:00

福祉事務所
相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員 )

福祉事務所
盆⑬4111内線225

教 育 相 談
毎週月～金曜日
8:30-17:00 教育研究所

いじめ・不登校 。学習・進路などの
悩みや心配など  (教 育相談員)

学校教育課
奮⑬4117

健康に関する
総 合 相 談

毎週金曜日
9:00-12100

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談    (医 師、総看護師長等 )

市立病院総務課
盆q)7511

心 と 体 の
障 害 相 談

7月 10日 (水 )
13:30-16:00

福祉事務所
相談室

障害者 (児)やその家族の悩みなど
(社会福祉士)

福祉事務所
a⑬ 4111内線223

心の健康相談
毎週金曜日
13:00-16:00

福祉事務所
相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士)

福祉事務所
盆⑬4111内線223

母 子 寡 婦
家 庭 相 談

毎週水曜日
13100-16:00

福祉事務所
相談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子相談員)

福祉事務所
a⑬ 4111内線223

補 聴 器 相 談
7月 16日 (火 )・ 24日 (水 )
10:00-12:00 福祉事務所

聴覚障害者用の補聴器について相談、
修理など      (指 定業者)

福祉事務所
a⑬ 4111内線 223

在 宅 介 護 相 談 (在宅介護支援センター)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じます。
《と き》常時 (土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護師等が対応します)
《ところ・問合せ》市立病院(a⑭ 1439)、 芳樹園 (盆⑬2511)、 クリーンパルゆう(a⑫ 0630)、 市社会福祉協議会(a⑫ 9o66)

＼
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図書 室 だ よ り

『育児に疲れを感じたら』
俣野温子 著

育児に疲れを感したら   育児を完璧にと思うのはかんちがい。
研

挑  3手 3ξ:る怠:〔:甘|||二とと
に疲れたあなたを、この本はきっと癒

してくれるでしょう。

(日程は都合により変更される場合があります)

作りませんが。刷円者カート

『橋の下のこどもたち』
ナタリー・サベッジ・カールソン 作

甚歩ギお占集徒ち
―

ひとり気ままにくらすアルマンじいさん。その

生き方をかえたのは、自分を必要としてくれる「だ

れか」でした。家のない人 や々、ジプシーたちの

くらしをやさしく描く、心あたたまる物語です。

小学生から大人まで読める本です。
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7月 の休館日

日 月 火 水 木 金 土

は休館日です

☆開館時間 9:00～ 17:00
(木・金曜日=9!00～ 20:00)
☆中央公民館図書室 a(直)51-7200

倉(代)53-2178

●

う

先
月
、
子
ど
も
た
ち

の
図
書
室
訪
間
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
レ
ポ
ー
ト

用
紙
を
片
手
に
、

い
ろ
い
ろ
と
わ
か
ら
な

い
事
を
質
問
し
た
り
、
室
内
を
見

て
ま
わ

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
帰
り
際
に
、

１

人
の
子
ど
も
が
か
わ
い
い
手
作
り

の
カ
ー

ド
ケ
ー

ス
か
ら
自
分

の
利
用
者
カ
ー
ド
を

う
れ
し
そ
う
に
取
り
出
し
て
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
子
の
笑
顔
か
ら
自
分

の
カ

ー
ド
を
も

つ
喜
び
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
自
分

の
利
用
者
カ
ー
ド
を

も

っ
て
い
ま
す
か
。
図
書
室
に
は
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
内
容

の
本

が
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
カ
ー
ド
を
作

っ
て
い
な

い
人
は
、
ぜ

ひ
自
分

の
カ
ー
ド

を
作
り
ま
せ
ん
か
。
カ
ー
ド
ー
枚

で
５
冊

の
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヽ

)

)

ゴ
澗
肥
Ｌ

新刊図書紹介コーナー

利用者
カード

じ どうむ

<児童向き>
ナイナイとしあわせの庭

はがぬけたときこうさぎは '・

わるすんぼ

おかし・な。ごはん

よわむしライオン

十二歳

キティ・クローザー

ルーシー・ベイト
あしはら

芦原すなお

山岡ひかる

八木田宣子

椰月美智子

<一般向き>
燃えつまみれつ              高部鐵也
今日は子どもにやさしくなれる      加納員士
霧のなかのゴリラ      ダイアン・フォッシー
貴門胤裔 (上・下)            葉広苓
八重子のハミング              陽信孝
死なないでいる理由           鷲田清一
いつまでもファイト1           武田麻弓
ああ正負の法則             三輪明宏
メダカが田んぼに帰った日         金丸弘美

相  談 と    き ところ 内  容 (相談員) 問 合 せ

消費生活相談
毎週月・水・木・金曜日
8:30-17:00 商工観光課

消費生活に関する苦情など
(消費生活相談員)

商工観光課
a⑬ 4111内線211

社会保険相談
7月 25日 (木 )
10:00-15:00 商工会議所

社会保険全般について
(久留米社会保険事務所職員)

久留米社会保険事
務所  盆⑩6191

行 政 相 談
7月 18日 (木 )
10:00-12:00

サンコア
2階談話室

国、公団、公社等に対する苦情 。意

見 。要望など  (行 政相談委員)
企画口果
奮⑬4111内線151

求 職 相 談
毎週火曜日
10:00-16:00 商工観光課

職業について。求人票は常時商工観
光課で公開    (職 業相談員)

商工観光課
奮⑬4111内線212

労 働 相 談
毎週火・木曜日
8:30-17:00 商工観光課

給料不払い、雇用主とのトラブルな
ど        (労 働相談員)

商工観光課
奮⑬4111内線211

無料法律相談
7月 17日 (水 )

13:30-16:30
サンコア
1階託老室

金銭、不動産、
受付日7月 10日
た場合は抽せん

家庭問題など。予約
伽、定員 7人を超え

(弁護士 )

総務課 (予約も)

a⑬ 4111内線131

レデ ィー ス

法 律 相 談

7月 19日 (金 )
17:00-19:00

サンコア
2階会議室

離婚、相続、セクハラなど。相談者は

女性のみ。要予約  (女性弁護士 )
勤労者家庭支援施設
(予約も)a⑬ 2516

人 権 相 談
7月 10日 (水 )
10:00-15:00

サンコア
2階談話室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど
(人権擁護委員 )

総務課
a⑬ 4Hl内線 131

心配ごと相談
毎週木曜日
13:00-16:00

総合福祉セ
ンター

いろいろな心配ごと、悩みごとなど
(心配ごと相談員)

社会福祉協議会
金⑫ 3969

M像0庁ム幸RちくごH4■ 1



予
争

刃
銚
け
Λ
吼

7月のこよみ
日 月 火 水 木 金 上

"

は市役所の閉庁日です

青少年育成市民会議総会

(小暑)(七夕)

`フ

リーン作軌 (重点 :古爵小校

区)

出前市長室 (古川小校区)

無料法律相談

行政相談◆行政区長会議

小 。中学校終業式

夏の交通安全運動 (～ 3コ 日)

(土用の丑)(海の日)
市民卓球大会

親子やきもの教室◆出前市長室

(水洗小校区)   (大 暑〉
市同示[問題・人権啓発推進大会

市少年の船 (～ 29日 )

伊予市交流事業 (～ 8月 2日 )

▲経文が表と裏にびっしりと刻まれています

0筏逮農
7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

6

13

20

27

3  4  5

10 11 12

17  18  19

24 25 26

31

□
誤
甫
　
灘
藤
Ｐ
　
□
日
型
　
駕
ぺ

Ｕ
氏
＜
７

□
帥
柵
　
誘
誤
出
め
国
鞘
　
引
∞
∞
｝
∞
Ｏ
ｏ
牌
討
コ
瀬
淋
ぶ
卦
旨
ヽ
半
∞
Φ
∞
琳
さ
　
働
ｏ
ｏ
ヽ
｝
り
｝
ヽ
Ｅ
Ｐ
　
目
ｏ
Φ
ヽ
〕
り
｝
り
Φ
］
∞

ロ
ロ
ユ
；
⑥
ａ
ｇ
・ｏ
耳
肝
仁
咆
ｏ
・ヽ
●
肝
毎
〇
芹
ω
・■
　
日
子
付ご
く
雪
髯
君
・ｏ
中こ
・ｏ
〓
肝
〓
∞
ｏ
・【Ｅ
″
常
ｏ
″
ω
・甘

滑
石
経

か
つ
　
　
せ
き

　

き
ょ
う

市
郷
土
資
料
館
所
蔵

（昭
和
３０
年
県
有
形
文
化
財
。

老
古
資
料
指
定
）

県

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平

安
時
代

の
仏
教
文
化
を
現
代
に
伝
え
る

貴
重
な
石
板

の

一
部
が
、
市
郷
土
資
料

館

に
あ

る

こ
と
を
知

っ
て
い
ま
す

か
。

Ｏ
る
がう
盈
″偽

そ
の
石
は

「滑
石
経
」
と
呼
ば
れ
、
同

資
料
館

に
は
大
小
３

つ
の
破
片
が
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
滑
石
と
は
、
俗
に
オ

ン
ジ
ャ
ク
石
と
呼
ば
れ
る
石
の
こ
と
で
、

そ
の
白
く
や
わ
ら
か
い
石
の
両
面
に
は
、

約

１

・
５
帯
幅

の
罫
線
に
沿

っ
て
法
華

経

の
経
文
が
規
則
正
し
く
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。「滑

石
経
」

が
発
見
さ
れ
た

の
は
、

今
か
ら
１
５
０
年
ほ
ど
前

の
江
戸
時
代

後
期

の
こ
と
。
当
時
書
か
れ
た
本

『
筑

後
将
士
軍
談
』

の
中
に

「若
菜
八
幡
官

境
内
か
ら
、
か
め
形
に
組
み
合
わ
さ
れ
、

表
裏

に
文
字

が
刻

ま
れ
た

『
滑

石
経
』

が
出
上
し
た
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す

。

ま
た
、

い

っ
し

ょ
に
出
土
し
た
塔
形
の

神
仏
体
に

「仁
平
３
年
」

（
１
１
５
３

年
）
と
い
う
文
字
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

平
安
時
代
後
期

の
も

の
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

言

い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
発
見
さ
れ
た

「滑
石
経
」
は
、
地
元

の
庄
屋
に
祭
ら

れ
、
周
辺
か
ら
多
く

の
参
拝
者

が
訪
れ

た
と
い
う

こ
と
で
す
。
し
か
し
あ
ま
り

に
参
拝
者
が
多
く
な

っ
た
た
め
、
有
馬

藩
が

「滑
石
経
」

の
参
拝
を
禁
止
。
仕

方
な
く
元

の
と

こ
ろ
に
埋
め
戻
そ
う
と

し
ま
し
た
が
、
か
め
形
に
う
ま
く
組
み

立

て
ら
れ
ず
、
素
焼
き

の
つ
ば

に
入
れ

て
埋
め
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後

時
が
経

つ
に

つ
れ
て
露
出
し
、

そ
の
大

部
分

は
失
わ
れ

て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

か
ろ
う
じ
て
残

っ
た
数
片
が
、
そ
の
面

影
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。
全
国
で

も
数
力
所

の
出
土
例
し
か
な
い

「滑
石

経
」
は
、
平
安
時
代

の

「筑
後
」
を
知

る
上
で
貴
重
な

「遺
産
」

の

一
つ
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

日
出
典

一
筑
後
市
史
第

二
巻
、
筑
後
郷

土
史
研
究
会
誌

4日

7日

¬3日

15日

17日

18日

コ9日

20日

24日

23日

25日

26日

31日

０
第
４３
回
筑
後
市
軟
式
野
球
春
季
優
勝
旗
争
奪
戦

（４

月
７
日
～
６
月
９
日
、
ロ
ッ
テ
球
場
ほ
か
）

▼
Ａ
級
①
筑
後
市
役
所
②
オ
カ
ケ
ン
▼
Ｂ
級
①
ラ
ブ

②
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
▼
Ｃ
級
①
大
虎
②
ク
レ
イ
ジ
ー
オ

ー
シ
ャ
ン

〔最
優
秀
選
手
賞
〕
▼
Ａ
級
＝
古
賀
彰

（市
役
所
）

▼
Ｂ
級
Ｈ
佐
野
良

一

（ラ
ブ
）
▼
Ｃ
級
＝
川
島
孝
文

（大
虎
）

〔敢
闘
賞
〕
▼
Ａ
級
＝
岩
屋
晃
明

（オ
カ
ケ
ン
）
▼

Ｂ
級
＝
牛
島
道
太

（
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
）
▼
Ｃ
級
Ｈ
田

中
孝
政

（ク
レ
イ
ジ
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
）

０
第
１
２
１
回
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

（
５
月
２０
日
、

サ
ン
コ
ア
）

▼
Ａ
級
①
原
田
博
美

（
一
条
）
②
溝
日
正
行

（久
恵
）

③
米
田
文
幸

（久
富
）
▼
Ｂ
級
①
山
口
忠
雄

（前
津
）

②
橋
本
悦
夫

（長
浜
）
③
吉
田
日
出
生

（若
菜
）
▼

Ｃ
級
①
中
嶋
大

（久
富
）
②
小
川
豊

（
一
条
）
③
江

菩
誠

（下
北
島
）

０
第
８
回
大
藤
祭
り
体
育
大
会

（４
月
２９
日
、
黒
木

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
）

〔グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
個
人
の
部
〕
①
本
木
卓
吉

（大

和
）

※散歩道 (P13)の こたえ :右から「旧・態・依・然」「日・進・月・歩」

月 税

固 定 資 産 税

国民健康保険税

2期

1期

躙 動き

人 口  47,441人 (+16人 )
男   22,642人 (+23人 )
女   24,799人 (-7人 )
世帯数  14,952戸 (+27戸 )
※カッコ内は前月からの増減です

事故

発生件数   41件 (200件 )
負傷者数   51人 (260人 )
死亡者数   1人 ( 3人 )
※カッコ内は今年の累計です

翻 ・救急

出火件数   0件 ( 3件 )
火災損害   0万 円(860万円)
救急出動  111件 (534件 )
※カッコ内は今年の累計です
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